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皆さま、 ようこそいらっしゃいました。 国立国語研究所所長の影山と
申します。　
大学共同利用機関としての国立国語研究所は、 発足してから二年が
経ち、 言語学的な観点、 伝統的な国語学 ・ 日本語学の観点、 日本語教育の観点など、 さ ざまな観点から多彩な共同研究を行っています。 研究成果をできるだけ早く皆さまにお届けするため、 今日のような公開
あ
いさつ
  
　
影山
 太郎
（
国立国語研究所所長）
　　　あいさつ
講演会を定期的に年二回ほど開催しています。　
このような公開講演会を開くと、 「次はこれこれのテーマで開いてほ
しい」 というご希望が出てきます。 希望が多いのは、 何と言っ ても漢字の問題です。 それだけでなく、 研究所では日常、 手紙や電話等で日本語の使い方につ いて 「これが正しいのかどうか」 とい った質問 ・ 相談をたくさん受けます。 中でも多いのが漢字の読み方や使い方に関する質問で これが全体の三分の
一
ぐらいを占めています。 漢字は私たち日本語を使う
者にとっ ては中心的な役割を果たしています。 本日は、 国立国語研究所で文字 ・ 漢字を専門に て る所員だけではなく、 各方面からゲストスピーカーをお招きし、 「日本語文字 ・ 表記の難しさとおもしろさ」 と題してバラエティに富んだ講演を聞いていただきます。　
世界には、 過去に消滅した文字も含めて百数十種類の文字がある
と言われていますが、
一
つの言語の中に複数の文字体系があり、 しかも
それらが平和的に共存しているのはおそらく日本語だけでは いかと思われます。 すなわち、 私たちは日ごろ文章を書くときに、 、 平仮名、 片仮名、 場合によってはローマ 、 そして最近では携帯電話の絵文字なども含めてさまざま 表記方法を駆使し いますが、 このよ な言語はおそらくほかにあり せん。 言語学 ・ 文字学の専門家であ ス
ティーヴン ・ フィッシャーも、 その大著の中で、 「日本語の文字体系は、 恐らくこれまで地球上に存在したことがないほど特殊で複雑である」 と述べています。 このように外国の人々から見れば、 日本語 四種類の文字が使われるのは複雑で奇妙
なことかもしれません。 しかし実際に使っ ている私たちにとっ ては、 多少問題があっ ても、 非常に便利なものです。　
よく言われるように、 アルファベ ットや仮名は表音文字で、 「か」 なら
[k
a] という発音を表します。 漢字は表意文字で、 意味あるいは単語を
表します。 この区別は、 私たちの脳の活動からすると、 非常に重要な意味合いを持っ ています。 文字を目で見て読む場合、 平仮名ばかりで書かれていると、 い ったんそれを言葉として読んで ら 意味を解釈することになります。 このぶんのようにひらがなばかりでかかれてい ぶんしょうをりかいしようとすると ［この文のように平仮名ばかりで書かれている文章 理解しようとすると］ 、 私たち 脳は、 まず、 どこ どこまでが区切れ るのかを見極め、 そ 後で、 まとまりをつなぎ合わせながら意味を解釈して くと う二段構え 操作を強いられ す。 平仮名ばかりの文章 （ も、 単語のまとまりごと 分かち書きをしない文章） が読みづらいのは、 そのせ で　
ところが、 漢字の場合は、 ぱっと見ただけで意味が読み取れ、 脳の処理
は
一
回で済みます。 これは脳科学や神経心理学の実験でも証明されて
いることです。 例えば、 ある種の失語症 人に文字を見せる場合、 「み」 と平仮名で書いたものを見せても かな 意味 つかんでくれませんが、 「海」 という漢字を見せたらすぐ 分かってもらえた、 とい った実験結果 あります。 そのような実験結果から 分 るよう 、 漢字と平仮名の使い分けは、 私たちが普段意識している以上に、 日本語の意味理解に重要な役割を果たして るのです。　
今日は、 世界的に見てもユ ニークで貴重な文字体系を持つ日本語の中
で、 特に 「漢字 多様性」 を共通テーマとして 六人 専門家 お話 いただきます。 最後までお楽しみください。
影山 太郎
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京都大学大学院教授。専
門は中国文化史、中国文
字学。文化審議会国語分
科会漢字小委員会委員
として、常用漢字表の改
定に携わる。著書に『戦
後日本漢字史』（新潮選
書、2010年）、『漢字道
楽』（講談社学術文庫、
2008年）、『漢字のはな
し』（岩波ジュニア新書、
2003年）など。
基調講演
　
ただいま所長からご紹介いただきましたように、 さきほど海外出張
から戻ったばかりです。 私は中国語を専門としますので、 中国や台湾へはこれまで長期 ・ 短期を混ぜて
50回ぐらい行っ ていますが、 今回はなんと
スリランカという、 まったく想定もしなかった ころへ行っ ておりました。スリランカは暑いところですが、 大変美しいところでした。
　
これは、 スリランカのある
大学の掲示板の写真です （図
1） 。 丸っこい文字はシンハラ文
字といい、 表音文字だそうす。 スリランカは３種類の言語を使っており、 これ そのうちのシン ハラ語を表記する文字です。 次にあるのはタミール語を表すタミール文字、 これは北部に多いと聞いています。 そしてもう
一
種類が英語です。
　
スリランカでは街の標識や看
板、 たとえば 「空港へ行くにはここを曲がれ」 とか 「ここから
○○という町まではあと何キロ」 という表示には、 シン ハラ語とタミール語と英語の３種類の文字が使われています。 ただしいうまでもなく、 それぞれの言語は
1種類の文字で書かれます。 所長からのご挨拶の中で
もキーポイントとして触れておられましたが、
一
つの言語を書く文字は
1種類というのが世界の共通です。
　
スリランカには
3種類の言語があるので、
3種類の文字が使われま
す。 しかしこの点で日本 非常に特殊な表記体系を持っ ていて、 漢字と平仮名 ・ 片仮名、 それにローマ字の
4種類、 中には 「βカロチン」 などと
いう言葉を使うときにはギリシャ文字も使います。 ギリシャ文字を使うのはα、 β、 γぐらいでしょうが、 日本語はそういう複数の文字を使っ て表記する、 世界でも大変珍し 言 です。　
日本語のこのような性格に似たものとしては、 韓国語がそれに近いか
もしれません。 韓国語はその気にな ば漢字ハ ングル混じり文を書けるようですが、 しかし実際に われていません。 また 韓国 の 音文字はハ ングル
1種類ですが、 日本語では平仮名と片仮名の
2種類を
持っ ています。　
そのような状況に直面して、 われわれの文字生活をど 考えてい った
らいいかというのが、 今回のフォーラムの趣旨と思っています。 今日は自分なりに日ごろ考えていることをお話しさせていただこうと思いま
図1 スリランカ大学の掲示板
3　　　基調講演◆漢字とどうつきあうか
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◆
世界の文字
　
ここにはウイグル文字とカロスティ文字とタミール文字があります
（図
2、 図
3、 図
4） 。 この資料を作ったときは、 まさか自分がスリラン
カに行くなどということは夢にも思っ ていませんでしたが、 タミール語につ いてはかつて大野晋先生が 『日本語の起源』 で、 日本語の起源はタミール語であるという説を展開されて、 賛否両論かなりにぎやかな議論になったことがありました。 そのときにタミール語とかタミール文字という名称をお聞きになったこともおありかと思います。 私もそのときにはじめて身近な文字として感じました。　
このほかにも世界に文字はたくさんありますが、 文字に関しては中
西印刷とい 京都にある印刷会社を忘れてはいけません。 京都大学の印刷物もたくさん作ってくださ 会社ですが、 そこの先代の社長が大変な文字の研究家でした。 いわば文字おたく、 文字マニアで、 お仕事を息子さんに譲られてから後、 奥さまと世界各地を旅行され、 チラシ、 マ ッチ箱、 蚊取り線香の箱、 割り箸の袋 ど、 文字が印刷されているものを大量に集めて帰ってこられました。 その成果は大阪にある国立民族学博物館に寄贈され、 現在整理中だと伺っています。 その業績 継いで
中西印刷のホームページには 「世界の文字」 というページがあり、 そこにたくさんの文字の例が並んでいます。 私や学生は、 ある文字についてどのような文字かを調べる必要があるときには、 まず真っ先に中西印刷のページに入る習慣を持っ ています。この中西印刷さんの説明によれば、 世界には現用文字が
28種類、 そして
歴史的文字が
97種類あるとのことで、 それがここにコレクショ ンされてい
ます。 現用文字とは、 日刊 新聞が発行されて るという基準によるそうです。 経済的なシステムとして、 やはり数百万人ぐらいの人口 ないと日刊の新聞は成り立ちません。 ということは、 日刊で発行される新聞に記載されている文字は、 少な も数百万人レベ ル 理解するということになります。 それが
100
万人なのか
500
万人なのかは個別の
ケース なりますが、 その を理解する人がたくさんいない限り、 日刊で新聞を発行することは不可能でしょう。 そう考えると、 今の地球上の主要な文字としては、 日刊の新聞に使われている
28種類をひとま
ず基準と考えていいので ないかと思います。　
さて私たちはこの
28種類のうち、 漢字 ・ 平仮名 ・ 片仮名 ・ ローマ字の四つ
を使っ ています。 朝起きて朝刊を読むときから夜 でに、 世界うち
7分の
1を日常的に使い分けているというわけです。
◆
漢字の難しさ
　
漢字はやはり難しいという話をよく聞きます。 今日ここにお越しく
ださっ ている方はおそらく漢字がお好きな方々だろ と思 ますが、 漢字は好き嫌いのある文字で、 「漢字が大好 だ」 「どちらかというと好きだ」 「どちらかというと嫌いだ」 「漢字は大嫌い 」 に分けると、 特に若い世代の方々では 「漢字が嫌いだ」 と う方も多いように見受けられます。 漢字が好きであろうが嫌 であろうが、 それはまったく個人の自由
図2 ウイグル文字
図3 カロスティ文字
図4 タミール文字
4ですが、 そもそも文字が好き嫌いの対象になるということ自体が面白い話です。 アメリカ人がローマ字を好きである、 嫌いであるということは多分あり得ないだろうと思います。 私たちだって、 平仮名が好きだ、 片仮名が嫌いだと うことはおそらくないでしょう。 しかし漢字は好きな人と嫌いな人にはっきり分かれます。　
それはい ったいなぜなのでしょうか。 そのことは今日の主題ではあり
ませんが、 上手に使いこなせたらこんなに便利なものはない、 しかしそれを習得するまでには若干の苦労 強い れるというものに好き嫌 が発生すると私は考えて ます。 それは、 コンピ ュ ータを使っ て情報を集める、 あるいは車を運転すると ったことと同様です。車を運転される方もたくさん らっしゃると思いますが、 教習所 通い始めたころには
Sのカーブで脱輪したり、 今から思えば懐かしい思い出
ですが、 やはりそのときは大変で 。 コンピ ュ ータにせよ車 せよ、 取 掛かりの段階ではさまざまな苦労を強いられます。 しかしある程度それを使いこなせるようになると、 こんなに便利 も ありません。 漢字だって、 小学校、 あ いはこのごろ 幼稚園か はじまって るようでが、 ごく小さいころから中高校 時代 ずっ 修練を積み重ねた結果、身に付いている方々が圧倒的多数です。 その人たちから見れば、 平仮名ばかりで書かれた文章は読みにくいでしょう。　
かつてこういう話を教育テレビのある番組で話したところ、 視聴者の
見知らぬ方からメール いただきまし 。 メール 内容 、 平仮名や片仮名ばかりで書かれた文章は誤読が起こ と うもので、 その方はお父さんの思い出話をメールでくださいました。　
その方のお父さんは、 戦前に東京で苦学をしておられました。 この
「苦学生」 というのが近ごろの大学生には通じなくて、 彼らは平気で「なぜアルバイトをしないのですか」 と聞くのですが、 それはさておき、
大変な苦労をしながら東京で勉強していらっしゃいました。 しかしどうしても生活が大変で、 意を決して三重県にある実家まで無心に帰ろうとしました。 夜行の各駅停車 乗り継いで三重県の県庁所在地の津まで帰っ てきて、 そこで持ち金がとうとう底をつ てしまいました。 ご実家はもう少し先まで行かなければ らないので、 彼は津から電報を打ちました。 当時の電報はもちろん片仮名ばかり 書かれ ま た。 そのころは電報為替 いう制度があったそうで、 三重県の県庁所在地である津からご実家へ、 片仮名ば りで 「ツマデキタ。 カネオクレ」 と打電したら、 受け取ったご実家ではそれを 「妻できた。 金送れ」 とお読みになったのです。 知 ない間に結婚 たのだなと、 本人には意外なほどたくさんの送金があった、 と亡くな た父がよく思い出話をして ました いう内容 メールで、 失礼ながら大笑いさせていただきま た。　
それは、 三重県の 「津」 を漢字で書く、 あるいは 「妻」 を漢字で書けば、
意味のちがいは
一
目瞭然です。 「津まで来た」 「妻できた」 は、 片仮名で
書くと誤読が起こ っ て当然 むしろ 「妻できた」 の方 、 より普通の日本語かと思います。 「津」 は三重県には縁の深い文字です 、 三重県以外の人には 「津 で来た」 はあまり日常的な言葉ではないかもしれません。 いずれにしても、 片仮名 ・ 平仮名ばかりで書かれた言葉 誤読が起こります。 とい っ て、 漢字はそうそう簡単に習得 きるものではありません。　
世の中には漢字が大好きな方もおられて、
一
番画数の多い漢字はど
れかとか、 漢字は全部で つあるのかという、 いわゆる雑学、 トリビアをめぐる話がよくテレビ クイズ番組になっ ているようです。
18世紀 （
1716
年） に康煕帝の勅令で作られた 『康煕字典』 という辞
書があり、 そこには
4
万
7000
字余りの漢字が収録されています。
さらに日本では諸橋轍次先生がお作りになった 『大 和辞典』 が、 『康
　　　基調講演◆漢字とどうつきあうか5
煕字典』 に入っ ている文字を全部取り込んで、 さらに日本人が作った国字や 『康煕字典』 に入っていないものを付け加えられました。 正確には4
万
9970
字余りですが、
5
万字と呼んでいます。 さらに中国では
『漢語大字典』 や 『中華字海』 などの辞書が作られました。 それぞれ約6
万字とか約
8
万
5000
字という収録字数を誇っ ています。
　
中国語は漢字ばかりで書くので、 中国人はわれわれよりずっとたく
さんの漢字を必要とするのだろうと
一
般的には考えられがちですが、
実はそんなに変わらないのが現実です。 後ほど触れますが、 常用漢字がかつては
1945
文字、 今は
2136
字になりましたが、 常用漢字だ
けでは足りないことがあるのは事実です。 それでも
2500
種類も使
えば、 ものすごく多いという感じです。 いまの中国で決められている字表は
2500
字ですから、 中国でも基本的には
2000
字プラスア
ルファの文字が、 よく使われる漢字として意識されています。 中国には平仮名や片仮名がなく漢字ばかりで書くから い っ て、 たくさんの漢字が必要なわけで なく、 あまり変 りません。　
そうすると、 この
5
万字や
8
万字というのは
一
体何なんだということ
になるわけですが、 かつて歴史上どこ 物好きが半ばお遊びで作った文字があ として、 それが何らかの字引に
1
回でも姿を表せば、 それ以
降に作られる辞書はすべてその文字を取りこんでいき す。 収録字数とか収録語数が多いというのは辞書にとっ て大きな売 で もちろんできるだけ多くの文字を取りこめば史上最大字数の辞書がで るのですが、 そこに入っ ているのは、 実際に ほとんどが 「死に文 」 、 つの時代でも
3000
字もあれば十分だったという状況でした。 それでもや
はり、
3000
というのは大きな数です。
　
さらにそれぞれの漢字の画数が多いということもあります。 文献に
は六十何画のものも出てきますが、 少なく も
10画や
15画のようなも
のは頻繁に出てきます。 今回 「鬱」 が常用漢字に入ったことが随分話題になりましたが、 「鬱」 は
29画です。
29画というのは信じられない数の
多さです。 平仮名や片仮名は
3画で書けますからね。 覚える苦労は格
段にちがいます。 画数が多いものは、 ほかに 「蹂躙」 「穿鑿」 「矍鑠」 などがあります。 私はこの資料をコンピ ュ ータで作っ ていますので、 「かくしゃく」 と打っ て変換したら 「矍鑠」 となるので大変簡単ですが、 これを手で書くとなるとかなり大変です。◆
さまざまな書き方
　
日本語には実にさまざまな書き方があります。 でも 「動物園にライ
オンがいる」 という文章はおそらく
1種類の書き方しかないと思いま
す。 「おやつはプリンよ」 も、 「おやつ」 は語源的には 「八つ時」 で漢数字の八を書くことは可能ですが、 今の日本語で 「おやつ」 に漢数字の八を書くのはあまりにも非現実的ですので、 「おやつ」 多分この書 方しかないだろうと思います。 「 もおそらくこ 書き方しかな だろうと思います。　
いまから十数年前、 私のところにイタリア人の女子留学生がいまし
た。 ベネチア大学で日本語を勉強して、 文部省の国費留学生の資格を得て、 漢字の勉強がしたいというので私の ころ 大学院に入って博士号を取りました。　
その学生がイタリアで日本語を勉強していたとき、 日本人の先生が
読む文章をその ま聞いて書き取る試験がありま た。 ある き先生が 「おやつはプリンよ」 という課題を出された だそうで 。 そ きに彼女は プリン」 という言葉が分かりませんでした。 「プリン って何だろう。 おやつだから食べる物だろうけれども、 どうも日本には自分が知らないプリンという食べ物があるのだろう」 と考えて、 彼女 平仮名 書い
6たのです。　
もちろん先生は
　
を付けて、 「プリンは外来語だから片仮名で書くの
よ」 と指導します。 「えっ、 プリン っ て外来語ですか」 「あなた知らない？あの黄色くて甘い」 「あぁプディングですか」
—
—
外来語である限りそ
れはプディングであるべきで、 プリンという外来語はないのです。 日本人はプリンと聞いたらおそらくまちがいなく片仮名で書くでしょうけれども、 実 あれは日本語だと彼女はしきりに主張していました。 日本暮らしている西洋系の外国人が
一
番困るのは、 片仮名書きされている
外来語だそうです。 元の言葉に復元できないので辞書も引けないと、 アメリカか の留学生などもよく言っ ています。　
いずれにしても 「動物園にライオンがいる」 「おやつはプリンよ」 は、
「動物園」 という漢字が書ける小学生以上であれば、
99％以上の確率
でこの文章における漢字、 平仮名、 片仮名の使 分けが
一
致すると考え
てい いだろうと思います。　
しかしそういうものばかりではありません。 たとえば下品な例で恐
縮ですが 「隣の奥さんは別嬪でほんとに羨ましい」 、 別にわが家の隣に美人が住んで らっしゃるのではなく あくまでも例文です。 「別嬪」という言葉を若い世代はほとんど使いませんが、 片仮名で書けば、 そんな言葉もあるなとお分かりになるはずです。 それから 「ほんとに」 とう副詞を 「本当に」 と書くか。 「うらやましい」 漢字で書くか 平仮名で書くか。 隣」 「別嬪」 「ほん に」 「うらやましい」 は、 人によってさまざまな き方が可能です。　
同様に 「お爺さんが携帯で蘊蓄を傾ける」 も、 いくつかの単語を平仮
名 ・ 片仮名を交えて書く方がむしろ近ごろは主流かなと 気がします。　
さらに品のない例文ですが、 「晩ご飯は、 たけのこご飯とほうれん草の
おひたしです」 。 たまたま私の大好物を二つ並べているだけの話ですが、これはさまざまな書き方が可能で、 ただ
一
つの書き方として固定はで
きません。 続いて報告される小駒さんが詳しくご説明になると思いますが、 日本語には正書法がありません。 それが欠点だとよくいわれますが、 しかし果たして本当にそうでしょうか。　
「携帯電話」 に対して、 このごろは片仮名で 「ケータイ」 と書いている
ケースをよく目にします。 そのほかにも通常は漢字で書く単語をあえて片仮名で書くケースも頻繁に目にします。 それは文章を書く人間が、 あえて片仮名を使うことで、 言葉 はなくて文字の使い分けによって意思を伝えようとしている ら す。 これ 他の
1
種類だけの文字
で書く外国語では不可能な芸当です。 正書法が確立されていないとことはほかでもなくさまざまな書き方ができると うことで、 それを逆に見ると、 自分が伝 たい内容を漢字で書くか、 片仮名で書くか、 平仮名で書くか いうレベ ルで表現できるということです。 は感性を表現する大変高度な方法ではないでしょうか。 「ほうれんそ 」 をどう書くかはあまり感性には関係し いと思いま さ ざまな状況において、 漢字、 平仮名、 片仮名の書き分けに っ て、 文章を表現 ようとする人間の意思がそこに伝えられるということが、 しばしば見え のではないかと思いま 。◆
必要な漢字はどれくらい？
　
では現実問題として、 漢字はい ったいどれぐらい必要なのかというと、
これはもちろん答えが出る話ではあり せん。 接触の仕方によって それぞれの方々が使い分け 漢字は大きくちがいます。 私はかつてこのことにつ いて 「ハ ンバーガーショ ップ的漢字論」 という雑文を たことがあります。 最近はあまりハ ンバーガー屋さんには行きませんが、 子どもが
×
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小さいころはおまけにつられてよく行きたがりましたので、 行くと何とかセットを買います。 ハ ンバーガー
1個だけではなくて、 ポテトを付ける、
アップルパイを付ける、 おもちゃを付けるなど、 さまざまなセットの組み立て方があるわけです。　
漢字を全然使わないわけにはいかないでしょうから、 小学校で学ぶ漢
字は最低限必要でしょう。 小学校で学ぶ漢字を教育漢字といい、 それは学習指導要領によっ て決められていて、 いまは
1006
文字が小学校
1
年生から
6
年生までに配当されています。 さきほど最低限とい ったの
は語弊がある言い方で、 それだけの漢字で表現できる状況もありますが、 「丼」 や 「鍋」 は教育用漢字には入っ せんか 、 小学校で習う漢字だけでは、 牛丼屋さんへ行っ ても 「丼」 という漢字が読めないはずす。 しかし現実に 子どもたちは社会生活を通じて覚えていますので、「丼」 は大変簡単な漢字でほとんどの子どもたちは書けますよね。さらにそれを超えるものとして、 昨年
11月末に告示された
2136
文
字から成る常用 あります。 常用漢字というと、 全国民がこれだけの範囲の文字を使わなければならないという誤解を受けることがありますが、 そういうものではありません。 常用漢字は法令 公用文書、
新聞、 雑誌、 放送、 その他の一
般の社会生活において
使う漢字の目安です。 それだけの漢字が使えて、れ以外のも を使ってはいけない、 というわけではありませんし 常用漢字に入っている漢字だって別使わなく も構わない
いう、 非常にフレキシブルな規格になっ ています。　
さらにコンピ ュ ータで使える
J
I
S
漢字の第
1
・ 第
2
水準、 これは普通
のパ ソコンや携帯電話で使える漢字で、 それが使えれば十分という場合です。 世間にはそれほど馴染まれていない世界ですが、 第
3
水準 ・ 第
4
水準のレベ ルの文字が必要 なってくる場合もあるでしょう。 もっ 特殊な世界になりますと、 それこそ 『中華字海』
8
万
5000
字が必要
というケース、 それも明朝体で必要になる場合とか、 全書体 必要であるケースまで考えられないわけではありません。 現実にはそういうことはほとんどあり得ないと思いますが、 想定できるもの して 狭 範囲、広い範囲、 いろいろな領域で必要となる世界を切 いきますと、 このように場合分けができるかなという気がします。◆
当たり前のことですが ・ ・ ・
　
しかし文章を書くのは私たち個人個人で、 機械が書いてくれるわけ
ではありません。 コンピ ュ ータで漢字仮名混じり文が書けるものがはじめて発売されたのは
1979
年でしたからもう
30年ほど前の話になり
ます。 そのころは何百万円もする機械 した ら、
一
般の人間にはまっ
たく無縁のも でし が、
10〜
15年ぐらい前から小型のワープロが普及
し、 やがてパ ソコンに変わって、 携帯電話ある はパ ソコンによるインターネットが爆発的に普及しまし 。 携帯電話では本当に老若男女、 小学生からご年配の方々ま 、 街角で立 信号待ちの間 メールを打っ てる姿まで目にします。 これだけたくさんの方が電子機器を使って日本語を書く状況が起こるとは、 少なくとも
30年前ぐらいには夢にも思わ
なかったにちがいあり せんが、 それが情報産業の発展、 高機能化、 低価格の進行とともに爆発的と言っ てい いほど普及しました。　
当初は、 機械で書かれる言葉は味気ないとか、 心がこもっ ていないとか
8いわれました。 また年賀状をワープロで作るのは失礼であるといわれたこともあり ワープロ 使うと、 「御目出度う」 のようにやたらと漢字をたくさん使う傾向がありました。 このごろはだいぶコントロールされているようですが、 しばらく前のコンピ ュ ータで使われたソフトでは、よりたくさん漢字に変換することがすぐれ 性能だという傾向が如実に感じられた時期が めったや らと漢字にしようという動きが、 かつての電子産業にはあっ ように思います。　
手書きではなく機械で書く日本語には心がこもっ ていない、 漢字がた
くさん使われすぎるなど、 さまざまなメリット、 デメリットがあちらこちらで論じられて ました。 今でもその議論はもちろんあると すが、 しかしそ はしょせん文房具 変化です。 かつて奉書に毛筆で文章を書いていた時代から、 明治 ら大正時代あたり 西洋紙に万年筆あるいはボール ペ ン、 鉛筆で文字を書くように変わっ てきまし 。 記用具の変化が文体の変化を起こすことは 歴史的な事実として当然あるものです。　「
Style （スタイル） 」 という英語は人間の姿形ではなくて、 もともと文
体を意味する英語だった だそうです。 その 「
Style 」 の語源は 「鉄筆」
を意味するラテン です。 古代ローマでは板 枠に蝋を詰めたタブレットが使われていました。 蝋ですから温めると溶けますが、 冷やすとま固まって元の平面に戻るの 、 万年ノートとして使え す。 その蝋板先の尖った鉄筆で文字を書いて ました。 このガリ版を切ったときうな鉄筆をラテン語 は 「
Stilus （スティラス） 」 といいます。 これが英語
の文体を意味する 「
Style 」 の語源になっ ており、 このように文体を決め
るのは筆記用具であるということは、 洋の東西を問わず、 古今を問わず指摘できる事柄です。　
筆記用具は、 この
100
年ほどのあいだに毛筆から鉛筆 ・ ペ ン ・ ボールペ
ン へと変わり、 そして今、 筆記用具として電子機器が起こ っ てきました。そのときに、 ワープロ ・ パ ソコンが自分の側で文章を作っ てくれるわけではありません。 こちらが書きたいことばを入力し、 それを漢字に変換したら、 向こうがしかるべき候補を出してくるのです。 「これこれこういう内容のことを書きたいのだけれど、 書 てくれないか」 と言っ ても、 残念ながらパ ソコンはしてくれません。 し がっ て自分が知らない単語を機械で出すことはできないわけです。　
たとえば 「矍鑠 （かくしゃく） 」 という言葉があります。 「あのおじい
さんは
90歳を過ぎても、 毎朝公園でラジオ体操をしている。 ほんとに矍
鑠としていらっしゃるね」 というように使いますが、 この 「矍鑠」 を知らなければ、 文中には使えません。 パ ソコンの側が 「そういうのを矍鑠と言うのですよ」 と教えてはくれません。 要するにコンピ ュ ータを使おうが手で書こうが、 基本的には自分が考えた文章を、 筆記用具としてのパ ソコンを使っ て書いていると うことを、 もっ 真正面から見なければいけないのです。　
パ ソコンの漢字変換に引きずられた日本語を近ごろは ばしば見か
けます。 たとえば 「雨に降りこめられる」 や 「駆けつける」 という きに、 後半にある 「こめられる」 の部分が 「込められる なったり あるいは 「つ る」 を 「付ける」 となったりするなど、 動詞が二つ並 だ時 あとの方の動詞を漢字 している表現 目立ちます。 このような文章をかつて手で書いていた時には、 「今日は雨に降 こめられた」 「急いで駆けつける」 と平仮名で書 てい のではないかと思います。 ところがコンピ ュ ータはそこの部分を漢字に変えてく ことがあります。 私は余計だと思うので、 なるべく き直すようにし います。　
情報機器の普及のおかげで、 漢字を書く作業がかなり楽 なりま
した。 そこでもっともっと強調すべきは、 機械が出しゃば てくるのを防
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ぐことではないかと思います。 当たり前の話ですが、 文章を書く者の言語的主体性の確立が必要です。 文章を書く人間が 「こういう文章を書くのだ」 としっかり意識を持つことが必要です。 自分が機械を使うのであって、 機械が自分を使うのではないことが、 もっともっと認識されていくべきではないか、 それによっ て自分に最もぴったり、 し くりくる日本語の書き方が成立してくるのではないかと思います。
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ここま・かつみ
新潮社校閲部副参事。日
本語を読むための漢字辞
典『新潮日本語漢字辞典』
（新潮社、2007年）を企
画、執筆、編纂した。著書
に『漢字は日本語である』
（新潮新書、2008年）。
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講演1
　
ほかの方がみんな学者の先生でいらっしゃるのに対して、 私は出版社の
の校閲者です。 ただ、 二〇〇七年に 『新潮日本語漢字辞典』 を作りまして、 今日はその関係でお招きにあずかったのだと思います。◆
出版社での漢字の使い方
　
出版社の校閲という作業で、 著者に問い合わせずに直すことができ
るのは明らかな 「文字の誤り」 だけで あとはすべて鉛筆による 「疑問」の形で解決してもらいます。 出版社の校閲の仕事は大きく分けて、 文字の誤りを直すことと、 ストーリー上 前後 矛盾、 事実 反する記述など、 内容の間違いを直すことです。　
先ほど常用漢字が二千百三十六字になったというお話がありました
が、 出版社にとっ ては、 常用漢字が何 になっ ても本当は何の関係もないのです。 つまり、 ど ような字でも使えるからです。　
一
般向けの本では、 著者が書いてくれば、 その字が常用漢字だろうが
表外字だろうが、 その ま活字にしてしまいます。 もちろん、 誤字 直します。 著者が 「誤字」 と書くべきところ 「娯字」 と書いてき ら 正しく直します。　
常用漢字であるか、 常用漢字でないか、 どこで扱いが違うかというと、
常用漢字の場合は常用漢字 字体にし、 表外 つい は正字に ることになります。
  噓
　
嘘
　
いきなり 「噓」 と 「嘘」 が出てきますが、 「噓」 が正字です。 これがどう
して正字かは実は微妙な話なのです。 正字の基準とされる 『康熙字典』には 「嘘」 が載っ ているからです （図
1） 。 それにもかかわらず、 「噓」 が正
字であるとするのは厳密にいえばおか な話なのです。しかし 『康熙字典』 の虍部には 「虚」 ではなくて 「虛載っ ているので、 これに合わせて、 口部の 「うそ」 も 「噓」 を正字としています。 ですから、 「うそ」 は自動的に 「噓」という字を使 ということになります。　
送り仮名の場合は扱いが
異なります。 例えば、 「すくない」 という言葉に 「少ない
図1 『康熙字典』（国立国語研究所蔵本）の「嘘」と「虛」
『康熙字典』の「嘘」はウソ字が入っている？
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講演1
　　　講演 1◆「自由度」こそ日本漢字の魅力
と送るか、 「少い」 と送るかというような場合は、 著者がどちらを書いてきてもそれで
OK
にしています。 送り仮名については、 国が決めた 「送
り仮名の付け方」 にはこだわらずに著者の使っ ているとおりに本にします。　
漢字には使い分けがあります。 しかし、 訓読の使い分けというものは
便宜的に定めたも がほとんどです。 だから、 使い分けの基準に従って漢字を直すということはほとんど行いません。 例えば体重を 「はか 」というときに計量の 「量」 を使うのか、 計測の 「測」 を使 か、 あるいは計量の 「計」 を使う か。 実際に文章を書くときは非常 悩みますが、結論をいえば、 どれを使っ ても構わない　
以上の送り仮名、 漢字の使い分けでも、 例えば 「すくない」 の場合、
「な」 を送ったり送らなかったり、 それがランダムに出てきているような場合は、 どちらかにした方がより良いのではないかというサジェ スショ ンを出すこともあります。　
それに対して、 内容に関する疑問は以前にくらべて非常に増えてい
ます。 これは、 ほとんどの著者がワープロで原稿を書いてくるようになったからです。 原稿が手書きで書 れていたときは書きなぐった悪筆の原稿を読むこと自体が重要な問題だったのですが、 現在ではどちらいうと内容のほうが校閲の主要な仕事にな ました。　
例えば、 ある作家が書いた小説に、 「京都の大文字山から京都の市
街にいる知り合いに対して手を振った。 そう ると知り合いが気が付いて、 『ああ、 ○○さん』 言っ て手を振り返した」 いうものがあ ました。 大文字山から京都の市街にいる人 見えるわけがなく、 さらにそれを見て、 「ああ、 ○○さん」 と言って手を振れ も い そう書いてき しまうわけです。 それ 対し 、 仕方がない ら疑問を出します。 でも 修正のしよ がな し、 このまま残せばやはりおかし の
で、 対処には非常に困るわけです。　
あるいは 「フランクリン
・
ルーズベルト大統領は子ども時代には女の
子のように育てられた」 という話が書いてありました。 そして、 「ルーズ ベルト大統領の小さいときの写真があります。 女の子の服を着せられて、赤いリボンを付けています」 という文章がありました。 ここに対して疑問が出ます。 これはなぜ けないか。 ルーズ ベ ルト大統領が子どものころは、 まだカラー写真はなかったのではな かということです。 この疑問を出した人には本当に賞をあげたいぐらいなのですが、 こんなことを毎日しています。◆
日本語には正書法がない
　　　　　
昨日私は刑事に脅かされた。
　
自然に読むと 「きのうわたしはけいじにおどかされた」 という具合に
読めるのですが、 これは 「さくじつわたくしはでかにおびやかされた」 とも読めます。 このように日本語はどう読んでも いのです。 すべ がどう読んでもい いわけではないのですが、 さまざまな選択肢があります。　
また、 「サトークンワネコガダイスキダ」 と う日本語の文は、 た えば
以下のように書くことが きます。　　　
「佐藤君は猫が大好きだ」
　　
「サトーくん 、 ねこが、 だい好きだ」
　　
「さとう君は、 ネコ す
　
このように日本語には
一
定した正書法が存在しないのです。
　
音声としては同
一
の文章を書くときに、 さまざまな書き方が許され
ているというのは、 世界のなかでも極めて珍しいと思います。◆
漢字の数
　
中国の 『中華字海』 という漢字辞典には
八万五千字が収録されてい
ますが、 台湾のサイト上の 「異体字字典」 には
十万字、 そして日本の 「今
昔文字鏡」 というソフトには十七万字が収録されています。　
漢字の総数は
一
体いくつあるのか、 本当に見当もつかないぐらいです。
つまり、 コンピ ュ ータが進化したために、 どんな字でも簡単に画面上に出せるし、 印刷もできるようになったのです。 活版の時代には文字を作ることは技術的にも費用の面でも大変だったので
一
定の歯止めがありま
した。 しかし、 現在ではその歯止めがなくなってしまったた 、 過去に
一
度で
も文献に書かれたものはみんな漢字だと考えてまうことが可能になっのです。　
さらにいろいろな人が
毎日のように新しい漢字を作ってしまい す。 上の写真は椎名誠さんが二十年ぐらい前にお作りになった熟字訓です （図2
） 。 熟字訓が新しいだけ
ではなくて、 字が全部新
しいのです。 全くなかった字を作られました。 「
　　
 」 の
二字で 「かみつ
きうお」 と読みます。 これを短編小説のタイトルになさったものですから、 やっかいなことになりまし 。 これは
J
I
S
第三 ・ 第四水準の今の基
準でいえば新し
J
I
S
が出てきたら入ることになります。
  　
   
（かみつきうお）
　
昔、 漫画家の白土三平さんが 「
栬いしみつ
𠎁𨊂潢
」 という漫画を描いて、 作品
のタイトルに全然存在しな 字を使っ て、 本を出したのですが、 そのおかげで今の
J
I
S
の第四水準に 「栬𠎁𨊂潢」 というタイトルを書くための
見たことのない創作文字が入っ て ます。 そん で毎日のように字を増やしていくわけです。  栬𠎁𨊂潢
 （いしみつ）
　　　
い＝栬
　
し＝𠎁
　
み＝𨊂
　
つ＝潢
◆
日本漢字の特色
　
日本の漢字には使用文字自体にも多少の特色があります。 中国に
ない字を若干使っ ているからです。 それを 「国字」 といいます。
一
般に、 以
下のような字が国字といわれていま 「鱚」 が 「きす」 で、 「鰙」 は 「わかさぎ」 と読むのですが、 実はこれは国字ではないとおっしゃる方がおられます。 『漢語大 典』 という中国の大きな漢字辞典に、 この字が全然違
図3 制水弇
板橋区南町２２番に現存するハンドホール。
昔の東京都のマークがついている。
図2 　　（かみつきうお）
左が初出誌（小説新潮）、右が単行本。２字目の旁が異なっている。
　　　講演 1◆「自由度」こそ日本漢字の魅力
う意味で載っ ているのです。 ですから、 日本で作った字ではないのではないかと異議を唱える方がいらっしゃいます。  鱚
　
鰙
　
日本独特の異体字として典型的なのが、 「第
一
」 、 「第二」 の 「㐧 （だい） 」
です。 これは、 中国には全く同じものが今のところ見つかっ ていないと思います。 しかし日本人なら誰でも知っ ています。 なおかつ学校では絶対に教えないものです。 しかもこの字は、 例えば道路標識にまで載っています。 「第二京浜国道」 にこの字が書いてあるそうで、 この写真がウェ ブ上で見られます。  㐧
　
日本独自の漢字の使い方としては、 「弇」 が典型的だ 思います。 こ
れは中国にあるちゃんとした漢字で、 「エン」 と読み、 「覆う」 「深い」 などの意味があります。 小さなマンホールの金属製 蓋のような のを 「ハンドホール」 というそうです。 これは道路を観察 ていると沢山あります。 東京都が戦後に作った少し古い水道管に附属 るものに 「制水弇」 と書いてあります。 もう少し新しくなると 「制水弁」 となります。「弇」 は 「弁」 の異体字なのですかね。　
「制水弇」 と書いたハ ンドホールは東京都板橋区の我が家の近くに今
も残っ ていま （図
3） 。 私が子どものときに、 家の庭にこの 「制水弇」 と
書かれたものがありました。 長いこ 、 読み方を知りたかった が、
誰も教えてくれないし、何を見ても答えが出ていないのです。 もちろん中国の辞書にも出ていないし、日本最大の漢和辞典である 『大漢和辞典』 に 出ていません。　
そうしたら、 戦前版の
平凡社の 『大百科事典』 の索引の 「ベ ン」 のところにこの字が載っていたのです本文を見たら 「ヴァルヴを見よ」 と書い あります。 「ヴァルヴ」 にこの漢字が当ててある です。 ですから多分、 日本の理科系のヴァルヴなどを扱っ ている人は当時この字を使っ ていたのです。 「弇」 はやはり 「ベ ン」 と読むのです。 これは恐 く 合わせて使う弁 な そこから作られた字で、 実際には国字に近いものなの 。 私はこうした字を知るために『新潮日本語漢字辞典』 を作りました。  弇
　
他に、 身近な日本独特の用法といえば、 「町」 がそうです。 町を 「ま
ち」 の意味で使っているのは日本だけです。 「町」 という漢字そのものは中国に昔からあるのですが、 「田 あぜ」 という意味しかなく、 「町」 の字はほとんど使われていません。
図3 制水弇
板橋区南町２２番に現存するハンドホール。
昔の東京都のマークがついている。
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講演2
◆
漢字の読み
　
日本では訓読、 熟字訓という特殊な読み方をします。 これが日本漢
字の
一
番の肝腎なところです。 訓読は日本が発明した方法ではありま
せん。 朝鮮半島やベトナムなどでも使っていたらしいのですが、 これほど大々的に使ったのは日本人だけです。 おかげで漢字の読み方は飛躍的にバリエーショ ンが増えたのです。　
「生」 は常用漢字表に
二種類の音読と
十種類の訓読が示されていま
す。 しかも、 常用音訓以外 使い方も実際には多数あります。 「埴生」 を「はにゅう」 、 「生方」 を 「うぶかた」 、 「壬生」 を 「みぶ」 と読むのはすべて常用漢字表に出ていない表外音訓です。　
字音も
三種類あります。 たとえば 「行」 。 漢音では 「コウ」 （行進の 「こ
う」 ） 、 呉音では 「ギョウ」 （行列の 「ぎょう」 ） 、 そして唐音では 「アン」 （行脚の 「あん」 ） と
三通りで、 しかも常用漢字の音訓表にも載っ ています。
日本語ではこ な使い分けをいろいろしています。　
さらに、 熟字訓は っと自由度が高い世界です。 「今日」 を 「きょう」 、
「明日」 を 「あす、 あした」 と読むのも熟字訓ですし、 「義父」 や 「亡父」を 「ちち」 と読むのも熟字訓です。　
たとえば、 「生命」 を 「いのち」 、 「運命」 を 「さだめ」 と読むのは誰でも
知っ ていますが、 これは
一
般の辞典では全く無視されています。
　
日本語の表記法には、 近代化以前のさまざまな要素 残っ ています。
この自由度こそが日本語の漢字 最大の特徴なの す。　
こうした日本の漢字を使って、 いろいろな形で遊ぶことができるので
す。 外国 方が日本語で漢字を学ぶには 初 ハードルが大変に高 と思うのですが、 漢字の世界で遊び始めると、 こんなに楽しいものはありません。 麻雀に似ていますね。 麻雀もなかなかルールを覚えられないけ
れど、 覚えて使えるようになるとこんなに面白いゲームはないのです。　
テレビのクイズ番組はほとんど漢字クイズになっ てしまいました。 とに
かくどのチャンネルを見ても、 漢字クイズ番組と銘打たなければいけないのではないかと思うような番組が極めて多いのです。　
漢字が嫌いな方も沢山おられると思いますが、 多くの日本人は漢字
が大好きなようです。
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講演2
　
演題は 「放送と漢字」 としたのですが、 よく考えれば放送と言いまし
てもラジオがあります。 ラジオの方は皆さんのところに漢字や文字が届くわけではないので、 今日は昭和
30年代以降のテレビのお話に限ってお
きましょう。 あまり楽しくない話も後ろ に少し交えておこうかと考えています。◆
テレビで使う漢字・使えない漢字
　
テレビでは、 使える文字と使えない文字があります。 これはテレビの
特性と非常に密接な関係があります。 テレビは画面が少し横長です。一
番初めの画面は横が
4で縦が
3だったのですが、 今のデジタル放送で
は
16対
9と更に横長のものが増えてきました。 もともとテレビを横書
きにしたのは誰かはよく分かっ ていませんが、 やはり横の方がスペースをとりやすいのでこれにしたのだろうと思っています。 もちろん画面には制約があります。 新聞も最近、 活字が大き なってきたために
1行の
文字数が減ってきました。 テレビはもともと、 どんなに大画面 あってもその比率は同じで 、 初期の間は
13文字ぐらいまで
1列に並べま
しょうということがお約束ごととしてありました。 それが少し緩和されて、
21文字ぐらいまでは何とか入るだろうというのがごく最近のとこ
ろです。　
テレビの特徴としては、 映画と違っ て走査線を使っ ていますので、 画面
が粗いのです。 昔、 ドットプリンターがありましたが、 あのドット数が少ないものと同じようなもので、 難しい漢字、 画数の多いものは画面でつぶれてしまうということがありました。 そこで、 なるべくつぶれずに分かるような字体で、 文字フォント （デザイン） は丸ゴチックが中心に使われていました。 ほかの出版物などでは明朝体が多いのですが 放送では明朝体をほとんど使わ のが特徴です。 また、 固有名詞がやたら多い 画面の特徴です 例えば人 名前や地名、 役職などです。　
おまけに、 画面は勝手に消えてしまうわけです。 見ている人が
「ちょ っと待ってくれ」 と言っても追いつきません。 限られた時間だけ表示します。 テレビが始まったときの経験則 は、 書いてある文字を口で
2回唱えている間は消していけないとなっ ていたのです。 例えば、 画面の
文字を声に出して
2度 「ガソリンの値上げ広がる、 ガソリンの値上げ広
がる」 などと言ったら変えてもい いというルールが現場ではありました。　
特に
一
番大きいのは、 先ほど申し上げた画面は走査線で構成されて
いるので、 画数が多い漢字は非常に読みにくいと う制約です。 その中でテレビはスタートしました◆
画面の文字の歴史
　
では、 この文字はどうやっ て作っ かというと、 意外や意外、 テレビ
の初期はみんな手書きの文字でした。 ですから、 先ほど小駒さんがおっ
16
しゃ ったような第
1・ 第
2の略字といわれているものが画面に出ていたこ
ともあります。　
それから、 写真植字に変わりました。 これは印画紙に文字を焼きつ
けて、 それを特殊な機械で画面にはめ込んでいました。 写真のサービスサイズほどの大きさの紙を使っ ていました。　
私たちが日常見ている外国映画の原語版には日本語の字幕が付いて
います。 無声映画時代にはこの字幕を使っ ていましたが、 洋画の字幕にかなりのヒントを得た ではないかと考え います。 ただし、 洋画が大変普及して字幕がたくさん出てくるころ 、
一
般の方々のいわゆる漢字
力がだんだん落ちてくる時期が
一
致しているのは非常に不思議な気が
しています。 難しい漢字を使いこなせる方が非常に少なくなっ てきた時代に、 私たちはこういう文字を画面で多く見るようになっ てきたわけです。　
その後、
1990
年代以降になると、 先ほどの写真植字といわれてい
るものはほとんど使われなくなり、 電子文字発生になります。 つまり、書いてあるものが全く見えない、 物として存在しない時代に入りました。 これによっ て字に動きを付けたり、 色を付けたり、 いろいろなことが可能になっ きました。　
その後、 今度は聴覚障害の方のために字幕放送をしました。 これは
一
般的に出ている字幕とは別に、 しゃべ っ ている内容がすべて字幕になる
放送です。 テレビの電波のすき間 ほんの少し空いているものですから、そこを利用してコードを乗せ込んで文 を発生させることになったわけです。　
その変遷を見ますと、 例えば
NHK
の昭和
30年代のニ ュ ースでは、 次
のようなタイトルが出ていました。 これは黒 出ていて、 当時は白黒ですから当然これも白黒ですが、 カラーになっ て しばら これが続いていて、 後ろが黒からブルーに変わりました。 ここで見ますと、 その字数がいかに少ないか お分かりだと思います。 「ハイヤー ・ タクシーのガソリン
図1 昭和30年代のニュース（1）
図2 昭和30年代のニュース（2）
図3 昭和30年代のニュース（3）
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値上げは低い率に
｜業界の話し合い つく
｜」 （図
1） 、 これなどはかなり
多い方です。 例えば広島高裁で 「加藤老人の再審決定
　
無実叫び
61年」
（図
2） 、 この程度です。 あるいは国際庭球連盟で 「庭球をオリンピック
種目に申請」 （図
3） 、 これはテニスという
3
文字を
2
文字にしたかった
わけです。
1
文字たりともゆるがせにできない、 なるべく減らそうとい
うことです。 今では国際テニス連盟になっていますが、 国際庭球連盟などという表示をして ました
　
　
そのほかに、 例えば非常に短い 「奥さんに見送られて ・ ・ ・ 」 （図
4） 、 これ
はご葬儀のと ろ それから、 石田ゆりさんで、 「石田ゆり」 （図
5）
とスーパーが入っているのですが、 画面に対して文字の面積比がかなり大きいものでした。　
その中で評判が悪かったのが 「名曲アルバム」 です。 名曲を流して、 後
ろに曲に合った海外の風景を流しています。 よく今
DVD
などで売っ て
いますが、 あれの先駆けです 「このウエストミンスター寺院では彼の不
朽の名作 『メサイア』 がたびたび演奏された」 （図
6
） と
3
行にわたって
入っ ています。 これでも文字が多いと視聴者の皆さんから指摘されたわけです。◆
画面の文字は使い方が変わった
　
画面の文字はいろいろと時代によっ て変わっ てきました。 初期のテレビ
は生放送が中心でした ですから、 ドラマをやって ても、 途中でセットが倒れる音が聞こえたり、 役者が出番を間違えて死んだ人が生き返ったりするような場面が見られたわけですが、 ビデオテープ、
V
T
R
が普
及して、 生放送から収録放送に変わりました つまり、 プリプロダクトからポストプロダクトへと変わっ 。 生放送のときには、 準備をして誰が出るか字幕を用意して待っ ていて、 その人が出たらその人の名前を画面に映 込みます。 ところ 収録の場合 と、 それは後でいくらでも時間をかけてできるので、 しゃべ っ 内容を全部字幕にすること
図4 初期の画面の文字（1）
図5 初期の画面の文字（2）
図6 「名曲アルバム」
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も可能になってきました。 こういう制作状況の変化も非常に大きいです。　
それから、 色を付けたり、 字をじわっと出したり、 急にくるっと回転
させたりという映像効果がありますので、 それが今までにない、 文字に活き活きとした動きを与えることが制作者側で分かりました。 例えば高い声を出す人のしゃべ った内容のスーパーは黄色い文字、 おっとりとしゃべる人は少し太めの文字にできるわけです。 それが画面効果だったのです。　
そのほかに、 平等社会、 共生社会というのでしょうか、 障害を持った
方にも楽しんでいただける、 あるいは正しい情報を受け取っていただけるように配慮ができます。 音声 映像がそれぞれに補い合うように変わっ てきました。 例えば台所に立っ て、 お鍋が吹き ぼれそうになっ ているときにテレビを見ていても、 それでも音は聞こえるということがあります。 それから、 子どもの寝つきが悪いので 音 消 て見たい い 要望があったために、 画面に文字を入れることが非常に増えてきました。それから、 ザッピング視聴とい っ 、 チャンネルをたびたび変えます そうすると、 文字がないと
一
体何の番組かよく分からない、 定着してくれな
いので、 文字を画面の中に多用するようになりました。　
もう
一
つ、 受け取り手、 受け手側、 視聴者の皆さんの側の文化も変
わっ てきました。 私 大学生のころは 大学生が 「少年マガジン」 を読んでいると 「何だ」 言われた時代です。 今は電車の中で
40〜
50代のおじ
さんがコミック雑誌を読んでいます。 学生 もちろん、 若い奥さま、
30代
ぐらいの家庭婦人もコミックを読むようになりました。 つまり、 日本の文化の中で、 いわゆる書物といわれているものの中でコミックの文化 与えている影響は非常に大きくなっ ています。 絵が描いてあるだけ はなくて、 吹き出しにせりふが書 てあります。 これがほとんど話 言葉
す。 書き言葉ではありません。 これに慣れてきました。 テレビは話し言葉が中心の放送です。 ですから、 話し言葉同士のつながりで、 コミックの平面の紙文化から映像文化へ、 そして映像文化から紙文化へとお互いの行き来が非常に増えてきて、 相乗効果が表れてきたと判断しています。　
そして何よりもテレビのチャンネル数が増え、 放送時間が増え、 情報
量が非常に増えました。 そのために、 例えば昭和
50年ぐらいまではテレ
ビは完全に話し言葉 世界であったものが 今度は逆に話し言葉だけではなくて、 書き言葉がテレビの中に出 くるようになりま た。 これは一
つには政治経済などの分野で書き言葉が日常的に使われているもの
が出てきたとも言えるわけですが、 話し言葉だけではなくなっ てき のが現在の状況です。　
では、 ルールはどうなっているか。 ルールは
一
応ありますが、 各放送会
社によっ て若干違いま 例えば新聞社ですと強制され ものと言ことができます。 新聞社には校閲部がちゃんとあり、 紙面を全部見て先ほどの小駒さんのように校閲のベテランの方 「こ 表現はい いのか、 この表記はいいのか」 とおやりになりますが、 テレビの場合はそういうわけにはいかない で、 個々の現場の人間が その現場
一
番その番組にふさ
わしい表記を選ぶわけです。　
先ほどの小駒さんの例では、 「サトークンワネコガダイスキダ」 が
3通
り書いてあります。 例えばこれは番組によっ て違うのです。 幼稚園児がしゃべ っ いる場合には多分
2番目か
3番目を使うでしょう。 大人、 成
人が るのだったら
一
番上の表記を使うでしょう。 このようなもの
が大まかにあります。 そう う意味では、 テレビ 正書法はある面、 大ざっぱにあるようなものですが、 受け取り手側と制作者側の共通の土俵で
一
番い いものは何かを考えてきた歴史ではないかと考えています。
　
日本語には正書法がないといわれますが、 デファクト ・ スタンダードと
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いうのでしょうか、 世の中にどのぐらい流通しているものかというのを
一
つの正書法と見なすやり方もあろうかと思います。 それにはたくさんの文例を集めなければいけません。 この文例を集めるのは非常に大変な仕事で、 国立国語研究所も
一
生懸命やっ ています。
1億語程度を集
めるとおっしゃ っ ていますが、 私の計算では
1億語ではまだ足りない、 最
低
10億語ぐらいないと使いにくいだろうと思います。 それには予算をた
くさんかけ ければいけないので、 っと っと国には国立国語研究所に資金を提供していただいて、 立派 コーパ スを早く作っ て ただくことが、 みんなのための共通財産形成にはい いのではないかと考えています。　
こちらは
NHK
のデータ放送です （図
7
） 。 リモコンの
d
ボタンを押す
とこれ 出てきます。 テレビ画面は実は右側だけ すが、 これ 比べると膨大な分量の文字数が画面に登場してきました。 これがおまけにどんどん切り替えができるので、 普通のニ ュースですとほとんど文字情報として読み取ることができる状況になっ ています。
20年以上前に電話通信
で
IS
D
N
というサービスが
始まったころ、 「キャプテンシステム」 というのがありましたが、 文字を使った画面サービ では、 現在のほうが画面の精細度が上が
り、
1画面に収めることが出来る文字数は飛躍的に増えてきました。
　
野球中継などスポーツ中継でも、 選手のいろいろなデータをプレー中の
画面に入れることは当たり前になりました。 また、 選手のプレーだけでなく、 画面に映り込むことで広告効果を狙った企業ロゴや、 宣伝の文句も私たちの家庭 届くようになりました。　
その情報も、 文字だけでなく、 ロゴや画像、 記号と、 紙媒体ではあまり
に不統
一
に見える取り合わせも日常化してきました。
　
文字も、 静止しているものより動 ものに目が行っ てしまう人間の特
性を利用して、 「動 活字」 が増えてきたのも、 紙媒体から電子画面に変わったために出てき 特徴でしょう。◆
どのような文字が使われるか
　
テレビの画面ではどのような文字が使われるかというと 先ほどから
言われているようにいろいろな のが使われていますが、
一
番多いのは
1
〜
0の数字です。 それから、 平仮名、 片仮名が案外多いです。 それから
漢字になります。 それも教育漢字といわれている義務教育の中で読めたり書けたりしなければいけないとされ いる文字がほとんどです。 難しい漢字の頻度は非常に低いです。　
テレビが欲しがっているのは、 数多くの難しい漢字、 それこそ
5
万や
10万、 あるいは少なくとも
3
千という数字ではなさそうです。 伝達効
率がい い漢字、 つまり画面でぱっと見せて、 ぱっと分か 漢 を欲しがっ ているわけです。 これに、 「×」 「÷」 などの記号も後で入ります。◆
常用漢字改定とマスコミの考え
　
常用漢字とマスコミの考え方です。 常用漢字が
一
昨年改定されまし
た。 私たちは漢字と平仮名の交ぜ書きをなるべく回避した というこ
図7 データ放送
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とでしたが、 新聞社の考え方も二通りあります。 漢字が多くても正しい日本語を伝えるべきだという社と、 易しい日本語で漢字が少ない文章にした方がいいという社があって、 少し意見が分かれています。 常用漢字の答申の中の 「基本的な考え方」 では、 コミュ ニケーショ ンの手段と ての漢 使用の観点が極めて重要だと指摘をしつ つ、 放送にも、 あるいは新聞にもこれを守っ てほしいという態度が示されています。　
その中で、
NHK
やほかのマスコミは、 例えば独自に使える表外字を
放送で使っ ています。 みんなが読め からです。 それから っ ても使わない漢字もあります。 例えば 「ふぞく」 の 「ふ」 などはどちらを書 いいか分からないので、 「付」 だけ使って、 「附」 は使わないことにしています。　　　
ＮＨＫが独自に使っ ている表外字
　　
絆・疹・胚・炒
（める）
・肛・諜・挽・禄
 
　　
新聞各社も使っ ている表外字
　　
　　
磯・哨・鵜・鶏
（とり）
・虹
（コウ）
・証
（あかす）
 
　　
常用漢字にあっ ても使わない漢字
　　
虞・且・遵・但・朕・附・又
 
◆
技術の進歩とテレビの文字
　
私たちは今まで紙や土に、 あるいは岩や石などに文字を彫り付けて
いました。 それが、 テレビの手段の誕生によって電子画面を私たちは手にしました。 人の手で書く制限がなくなりました。 キーボード 打てば文字が書ける時代になったわけです。 漢字を手書きして覚えるのと打って覚えるのはだいぶ違うの 今回の常用漢字の改定の中でも手書きの
重要性を非常に強く指摘していますが、 このように時代が変わってきました。　
それからもう
一
つ、 漢字があればいいのかというと、 読める漢字と使
える漢字、 あるいは書ける漢字の難度の違い あります。 例えば 「鬱」などは読めても書けません。 それから、 町で見ると 「皮膚科」 の 「膚」 の字はほとんどが片仮名で表示されています。 それから、 醤油を売っているところでも 「正油」 と書いてある場合もあります。 これが世 中の通常なのかと思います。 特に今の時代、
2010
年以降、 ハードウエアの機
械に依存する文字のあり方が意識される時代に入っ てき ると考えられます。　
このハードウエアに適合する漢字などの表記の方法は、 「漢字コード」
と呼ばれる共通の約束事によっ てなり立っ て 点が、 手書きの時代とは大きく違います。　
漢字そのものだけではなく、 漢字を取り巻くルールや約束事にも十
分に気配りしなくては、 自在に漢 を使う環境が整わなくなっ てきいます。◆
画面の文字の将来
　
電子画面は消える存在であるということを、 私たちは忘れてはいけ
ません。 消えて、 流れます。 読み手の意のままになら 存在です。 「読書百遍意自ずから通ず」 はならない時代で　
今、 こうやっ て画面に映していますが、 この機械を私たちが作れと言
われたら作れません。 それから、 インターネット上にたくさんの情報が日本語情報として載 てありますが が万
一
駄目になっ
たとき、 個人が復旧できる とい ったら、 そういうレベ ルの問題ではありません。 あるいは電器屋さ がテレビを作っ てくれるから い ですが、
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あれを作れと言われても私たちには作れません。 つまり、 個人の手を離れたところに文字を載せ始めたのです。 今までは、 例えば石に彫るとい ったら、 つこつやって何年かすれば彫れましたが 今のハードウエアには私たちはすぐに追い つくわけにはい ないのです。 そういう意味で、 今後の日本語環境をこれから発展させていくには、 社会的な基盤として非常に大きな仕組みが必要になります。　
文字のソフトウエアの内容は非常に膨大な送り手によるわけですが、
この膨大な送り手をどのように管理するか、 みんながど ように合意するかが標準になろうかと思います。 これは各人の勝手でいいのかというと、 例えば放 場合はそうはいかな ので、 ある程度の大ま なルールを決めてやりましょうとい こと ります。 放送が勝手に決めたと見える約束事、 それが社会のルール 形づくっ てきた かもしれません。　
これから私たちが漢字と付き合っ ていくのは、 自分の趣味だけではな
くて、 読み手がどうなのかを意識する必要があります。 例えば子どもの名前を付けるのに、 人に読 ないよう 名前を付けるのが独自性、 アイデンティティーなのか、 それとも社会で仲良く友達を増やしていくために易しく読めるような名前を付けるのかとい ところが分か 目になろうかと思います。　
それから、 最近は映画なども
3
D
が出てきましたが、 映像を考える
場合に立体映像を抜かしていくことはできないと思いま 。 つまり、 漢字も立体漢字がひょ っと たら出てくる可能性があります。 どなたかが立体漢字を作って、 もっと効率のいい漢字の使 方ができるような世の中を作っ ていただければ いうところで、 話を終わりたいと思います。ありがとうございました。
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国立国語研究所教授。著
書に、『表記と記憶（心理
学モノグラフNo.26）』
（日本心理学会、1997
年）、『記憶・思考・脳』（共
著、新曜社、2007年）、
『新聞電子メディアの漢
字』（共編著、三省堂、
1998）、『現代日本の異
体字―漢字環境学序説』
（共著、三省堂、2003
年）ほか。
講演3
　
私の専門は心理学です。 今日は文字を読んだり、 文字の形を心の中
で思い浮かべたり、 または文字を選ぶときに心の中でどういうことが起きているのかにつ いて考えてみたいと思います。◆
読み間違い
　
まず、 文字を読むところからお話をします。 例えば、 「
1rl5 」 とい った
文字の並びについて考えてみましょう。 これは
S
F小説で非常に有名
な作家のアイザック ・ アシモフが書 た推理小説がヒントになっ ています。「
1rl5 」 は 「いち、 アール、 いち、 ご」 なのか 「いち、 アール、 エル、 ご」 なのか、
どちらでしょうか。 実際に私も、 例えばパ ソコンのパ スワードやメールのアドレスなど、 アルファ ベ ットの表記で情報をもらったときに、 こう う曖昧性、 多義性で少 不便だと思ったことがあります。
1（いち） なのか、
l
（エル） なのか、 よく分からないのです。 同じような例をもう
一
つ。 私ども
の研究所の英語の略称は
N
IN
JA
L （ニンジャル） と申します。 メールのア
ドレスは
ninjal.ac.jp ですが、 「忍者」 の方が
一
般の方には非常に馴染み
がありますので、 これはひょ っとしたら 「ニンジャワン」 、 忍者
1号と読ま
れはしないかと心配になりました。 「ニンジャル」 ちゃんと読んでいだけるのかどう 。 研究所が新 く
N
IN
JA
L
という略称を採用したと
き、 最初のうち私はご挨拶で名刺を配るときにわざわざ、 「これは 『ニ ンジャイチ』 では せん。 『ニンジャワン』 でもなく、 『ニンジャル』 です
最後のところは 『
l（エル） 』 です」 と言っ ていました。
　
今のはアルファベ ットの表記の話ですが、 バスなどにはこういう表記の
表示があります。　　　
出口
　
「出口」 は
一
般的に 「でぐち」 と読みますが、 外国人の日本語学習者
で初めて日本に来た当初、 これを 「でろ」 と読む人がいたそうです。 これはおかしいだろう、 普通、 漢字仮名交じりの場合は漢字と平仮名が交じっていると私どもは思っているわけですが、 古い時代を考えてみますと、 例えば公文書は第二次世界大戦の前、 または第二次世界大戦 終わって少しの間は漢字と片仮名が交じった文で公文書は書かれていました。 ですから、 これを 「でろ」 と読む は もし時代がず れば正しかったのかも れません。　
同じように、 その日本語学習者は 「降り口 （おりぐち） 」 を 「おりろ」
と読んだそうです。 なるほど、 確かにそ も読めますね。　
今のは日本に来て間もない留学生の人の例でしたが、 実際に日本人
の中学生でもこういう読み間違いをすることがあります。 例えばゼンリンという地図会社があります。 パ ソコンの画面にゼンリンの地図が表示された きに、 日本の中学校
2年生の子が 「ゼリソンだ」 と読んだのを
23
?
?
?
?
?
?
?
?
?
 ?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
よこやま・しょういち
国立国語研究所教授。著
書に、『表記と記憶（心理
学モノグラフNo.26）』
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年）、『記憶・思考・脳』（共
著、新曜社、2007年）、
『新聞電子メディアの漢
字』（共編著、三省堂、
1998）、『現代日本の異
体字―漢字環境学序説』
（共著、三省堂、2003
年）ほか。
講演3
　　　講演3◆文字の認知単位
私は目撃したことがあります。 片仮名の表記の中で 「ン」 「ソ」 「リ」 「ツ」「シ」 は、 手で書き分けるのも形を整えるのが難しいですし、 読むときにもこういう読み間違い 起きることがあるかと思います。◆
他人の空似
　　
一
般人、 漢字または文字に詳しくない専門家以外の人がそういう
読み間違いをするのだろうと思われるかもしれませんが、 実は文字専門家でもこういう曖昧性、 多義性に困っ て、 読み分けられないことがあるようです。　
「柿」 は 「かき」 で、 音読みでは 「シ」 と読むようですが、 「杮」 は 「こけ
ら」 です。 非常に微妙な違 しかありません。 お分 りになり でしょうか。 真っすぐ
一
画で書き下ろすのか、 そこで少し切れるのかとい
う違いの例です。 これらは発生の全く違う文字です 漢字の辞書などでは 「弁似」 のような項目を設けて、 これは他人の空似なので注意してくださいと言っ ていま  柿
　
杮
　
このような場合は、 漢字の専門家であっ ても、 文字を
1文字単独で見
せられて、 それが 「かき」 なのか、 「こけら」 なのか、 どちらなのかちゃんと判定してくださいと言われてもなかな 難しいもので 。 その微妙な違いが本当の違いなのか、 ごみが付いたり、 かすれて消えたり、 そういうものなのかよく分から ことがあるかもしれません。　
今の例は非常に微妙な例では いか、 そんなものは日常生活であま
りないでしょうと考えて らっしゃる方もいる も れません。 例えば
「犬」 は、 どう見ても 「いぬ」 、 または音読みすると 「ケン」 にしか見えないでしょうと思われるか しれません。 しかし本当にそうなのでしょうか。 犬に似た字は 「大」 や 「太」 など、 いろいろあります。  犬
　
太
　
大
　「太」 の
一
部がかすれて消えてしまっ て、 上の方に今度は新しい染みが
付いて 「犬」 に化けてしまったのかもしれません。 または、 もともと 「大」に染みが付いただけなのかもしれないし、
1文字だけ眺めていてはよく
分からな ことがあるかもしれません。　
それぞれの文字がどういう読み方をし、 どういう意味を持っ ているの
かがはっきりと人間が認識できる、 認知できるのはどういう場面かというと、 文脈がある場面です。 つまり 語の
一
部として文字が使われてい
るときです。 もともと文字は何かの意味を伝えるものです。 音を伝えて、 その音のつな りも語としての意味を伝える機能に っていると思われます。 「土佐犬 （ さけん） 」 「秋田犬 （あきたけん） 」 、 または 「とさいぬ」 「あきたいぬ」 と呼ぶのでしょうか、 こ
3文字目は 「犬だな」 と分
かると思うのですが、 「高知犬 （こうちいぬ） 」 は少し違うだろう、 「高知大」 「秋田大」 は高知大学、 秋田大学の略称な だろうと考 す。 「土佐犬」 「秋田犬 の
3文字目は 「犬」 だけれども、 「高知大」 「秋田大」 の
3文字目は 「大」 だというように、 文脈の中に登場することで意味の違
いが分かっ てきます。 つ り、 文字は単独では人間にとっ て読みづらいのです。 もともと文字は、 語として または文章としての意味をとらえるための道具 し 人間が認知しているというこ か 思ます。
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文字が
1文字単独ではいろいろな曖昧性を持っ ていることは、 「ルービ
ンの壺」 （図
1） の知覚に非常に似ているかもしれません。 白いところに
注目すると壺に見えますが、 心の中で視点を切り替えて黒いところに注目すると二人の人間が向き合っ ている顔が見えます。 つまり人間は、見ている文脈を切り替えること できます。 外界のいろいろな刺激の認知に役立つような手掛かりを物差しの目盛りのようなものと考えますと、 人間は物差しの目盛 を心の中で見方次第でしなやかに変化させて、 外界をいろいろな意味でとら ることができる に思 ます。　
では、 いつもそうなのか？
 そうではないのです。 錯視図形というもの
があります （図
2） 。 これは刺激の側に認知の物差し、 認知の手掛かり
が固く刻み込まれていて、 人間が幾ら視点を切り替えようとしても難しい例です。　
まず、 上と下の線を同じ長さで作ります。 つぎに、 上の線の両端に＞
と＜を、 下の線の両端に＜と＞を付けてみます。 いかがでしょうか。 下が
どうしても短く見えるのではないでしょうか。 上と下の
2本の線は同じ
長さだという知識を人間は頭の中に持っています ですから、 そのように視点を切り替えようと思えばできるはずなのに、 なぜかできません。これは人間の認知が刺激の側に完全にコントロールされている例です。　
さて、 この図形は皆さん毎日ご覧になっています。 その答えは今は申
しません。 後でお答え ようと思います。 ヒントとしては、 この図形は今は横になっ ていますが、 縦に起こしてみると、 皆さんは毎日毎日 ういう刺激を見ている中で生活 送っ いらっしゃいます。 この中 も見渡すとあります。 これが何なのかは、 また後ほど時間があればご紹介した と思います。
注：図
2は部屋の隅や建物の角など、 いたるところで発見できま
す。 上の図形を
90度回転させて縦に起こしてみると、 部屋の隅の
引っ込んでいるところに同じ景観が見られます。 縦に起こした図形には天井と床の
一
部も描かれていると理解してください。
一
方、 下
の図形を縦に起こすと、 建物の角の出ているところになります。 どうやら、 遠近法などとも なにか関係がありそうです。
◆
文字を思い浮かべる
　
次に、 文字の形を思い浮かべようとするときに体がどうしても動く
という現象につ いてご紹介したいと　
ここで漢字の足し算のクイズを考えていただきたいと思います。 「黄」
と 「木」 を組み合わせますと 「横」 ができます。 では、 「口」 と 「十」 と「共」 を組み合わせて
一
つの文字を頭の中でイメージしてください。 こ
ういう問題を
12問ぐらい作って日本人の大学生に解かせますと、 大体
8割ぐらいの人は空中またはひざの上や掌の上などで指を動かす動作
を行います。 これ 「空書 （くうしょ） 」 現象と呼び
図2 ミューラ・リヤー錯視
図1 ルービンの壺
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「黄」 ＋ 「木」 →横
　　
「口」 ＋ 「十」 ＋ 「共」 →？
　
似たような現象としては、 例えばそろばんの非常に熟達した人やそ
ろばん上級者の人は、 「願いましては
3万
3300
円プラス ・ ・ ・ 」 と暗算
の問題を解いているときに、 頭の中でそろばんの玉を弾きます。 でも、 そのときに指が動くと う現象が見られ す。 それに似たものとして、 文字の形を思い浮かべるときに人間はなぜか空中で文字を書くような動作をします。 これを空書行動とい います。　
これは日本人と中国人、 中国から来た留学生 （台湾も含む） を比較
しますと、 ほぼ同じような傾向が見られます。　
では、 英単語の課題につ いて考えてみましょう。 「 『フラワー』 のス ペ ルを
口で言っ てください」 言います。 そうす 日本人は、
f-l-o-w
-e-r と、
なぜか指が動きます。 中国人の留学生 対象に調査してみると、 空書の割合は日本人よりも少な という報告があります。 また 欧米あまり空書 しないということが文献には出てい ただし、 こ は少し違うので ないか 先ほどカイザー先生から伺 ましたので、 実際は分かりませんが、 文献ではこのように報告されています。　
さらに、 その 「フラワー」 のスペルを後ろから口で言っ くださいという
問題を出します。
r-e-w
-o-l-f となるわけですが、 これもやはり日本人や
中国人はある程度の割合で空書をするといわれてい　
さらにもう
一
つ問題を出してみます。 これは単語を完成させるもの
です。 「空白のところにアルファベ ット
1文字を入れて単語を作っ てくだ
さい」 という です。 問題の出し方と ては
f_ie_d です。 そうすると、
やはり日本人や 空書をします。 欧米人も空書をやや る
いわれています。　　　
f_ie_d
　
日本人や中国人は空書をする、 欧米人はあまりしないようだという
前提に基づいて、 こういう問題を解くときに積極的に空中、 または白い紙の上、 または掌の上に指で文字を書くこ を意識して行うグループと、 指は
一
切動かしてはいけないというグループで比較してみます。 そ
うすると、 日本人の場合は空書をしないと正答率が半分ぐらいにガタ落ちすることが報告されて ます。 ところが、 漢字文化圏ではないところから来た留学生、 欧米の方の場合は、 空書をしない方がかえっ て正答率が高くなるこ が文献では報告されています。 これらの結果 ら、 日本人は、 漢字や英単語の形を頭の中でイメージするときに、 カラダ （身体） が
一
つの認知の単位になっ ているのではないか、 さらにカラダの動きが
文字の形のイメージと結びつ いている部分があるのではないかといわれています。　
では、 ほかにも例があるのではないかといろいろ調べてみますと、 例え
ば視力は悪くないのだけれども、 文字だけ 読めなくなる純粋失読いう病気があります。 そういう患者さんは、 字のスペルを上から指でなぞってもらうと読めるようになって成績が非常に良くなることが世界中から報告されてい れから、 日本語学や ろ ろな 野で古文書を読むときに、 崩し文字を何となく指で心の中でなぞっ てみ と、これはこういう字だと読めることもあるよ に思いま 。◆
文字を選ぶ
　
今度は文字を選ぶということを考えていきたいと思います。 今、 書く
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たなはし・ひさこ
奈良教育大学教育学部
教授。10年間の小・中学
校教諭経験を経て大学勤
務に。論文に、「漢字習得
におけるルビの有効性の
解明」（『国文―研究と教
育―』30号、奈良教育大
学国文学会、2007年）、
「教科に特徴的な漢字に
関する考察―他教科にお
ける漢字指導の可能性
―」（『国語科教育』67
号、全国大学国語教育学
会、2009年）ほか。
講演4
ことは、 携帯やパ ソコンなどでローマ字や仮名を漢字に変換してそれを選ぶ、 「書く」 イコール 「選択する」 という時代になっ てきました。　
そのときの例として、 「ひのき」 を漢字変換すると、 簡単な漢字 「桧」
と少し複雑な形の漢字 「檜」 が出てきます。 あなたはパ ソコンや携帯電話でどちらの字を書きたいですか、 つまり、 どちらの を選びますかというこ です。 それから 桧 から木偏を除いて 「会」 の場合はどうでしょうかと聞いてみます。 そうすると、 「会」 につ いては常用漢字でもありますので、 簡単な常用漢字の 「会」 を選択する人が
100
人中
99人
以上います。 複雑な 「會」 を選択する人は
1
％以下になります。
　
では、 「ひのき」 はどうでしょうか。
20歳代、
30歳代、
40歳代、
50歳代
の人に選択してもらった結果を見ると なぜか若い世代の人たちは古「檜」 の方を
68％ぐらいが好んでいて、 簡単な 「桧」 の方は
30％ぐらいで
す。 でも、 年代が上がっていくとこれが逆転します。 これは何となく普通の常識とは違っていて、 若い世代の人ほど簡単な形の漢字を好むのかなと思うと、 実はそうでもな ったりします。 それから、 世代差があることが分かります。 ういう例は、 観觀と潅灌、 亜亞と壷壺、 銭錢と賎賤 ど、 ほかにもたくさん ります。　
きょうのお話しをまとめま
すと、 どうやら読み間違いには心理的な要因が結構働いて
いるようです。 それから、 空書行動につ いてはひょ っとすると文化の違いがあ のかもしれない、 いろいろな文字を手で書いて覚えることが影響しているのかもしれないという説があります。 また、 先ほどの「ひのき」 の字の形の選択には世代差がありました。 世代差があるのは何かの社会的な要因が裏で働いていると考えられます。 ですから、 ことばと心理と社会は三位
一
体で切り離すことはできない
のではないか。 文字の認知 単位は非常に細かな単位もありますが、 大き るのではないかと考えられ す。　
最後に空中に字を書くアートをなさっ ている方を紹介します。 空書
アートです。 ニ ュ ーヨーク在住の丸山晋
一
さんという方は筆を使っ て空中
に字を書いています。 丸山さんが字を書いている姿は、 インターネットの紹介記事などでも見ることができます。　
このように、 字についてはアートの側面もあり、 情報伝達の側面もあ
り、 文化の側面も反映されています。 そのようなお話でした。
表1 「桧—檜」どちらを好むか？（■：桧 ■：檜）
図3 文字の認知単位
読みまちがい→心理的要因
空書行動、文字選択の年齢差→社会的要因
＊言語と社会と心理の3者関係は分離不能。
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育―』30号、奈良教育大
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ける漢字指導の可能性
―」（『国語科教育』67
号、全国大学国語教育学
会、2009年）ほか。
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皆さま、 こんにちは。 本日は 「学校における表記の非日常性」 という
タイトルでお話をさせていただきます。 先ほど小駒先生のご発表に 「自由度」 の話がありましたが、 そういう意味から申しますと、 少し自由度の低いところのお話になると思 ます。 本日お話しする内容は 主に小学生の事例になります。 文字の習得の過程にある小学生は文字を知らないがゆえに、 また、 彼らを混乱させないために、 私たち大人の世界ではあまり目にしな 表記を学んでいくこ に ります。◆
学校教育における文字・表記の学習
　
学習指導要領に、 文字習得に関する記述があります。 ご存知のよ
うに、 日本語は漢字、 仮名、 ローマ字など複数の字種を使って表記します。 低学年では仮名の学習を行います。 漢字については、 小学校では1006
字の教育漢字を学びます。 ローマ字は
3
年生で学びます。 ま
た、 常用漢字は中学校で読みを 高等学校で書き 習得しますが、 中学生でも現状ではかなりの常用 を書いて る実態があり 。　
表記につ いては、 長音、 拗音などの特殊音節の書き方や、 句読点、 かぎ
などのほか、 漢字仮名混じり文へ の関心を持つことや 送 仮名の書き方などを小 校 学びます。 中学校、 高等学校では文章 おける表記の効果 ど、 高次から表記を見ていく学習を行います。
◆
分かち書き
　
図
1の文章はある教科書会社の小学校
2年生の説明文教材の
一
部です。 小学校低学年の教科書では、 このように原則として文節で分けて文を表記しています。 これを「文節分かち書き」 と言 す。日本語の表記はもともと、 漢字と仮名の書き分けで語を弁別していきますが、 小学校
1年生では
80
字の漢字しか習得していませんので、
2年生の教科
書ではこのような分かち書きを取ることになりま
図１ 小学校低学年国語教科書の文節分かち書き
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す。　
この分かち書きは、 小学校の子どもに語の切れ目を認識させやす
く、 文字を追いやすくする効果があります。 しかし音読などをさせていくと、 中には、 空いているところをすべて切って読んでいく子どもが出てきます。 私の勤務校は教員養成大学であるため、 大学の授業でもこのような低学年の教科書を持たせ 音読させるので が、 分かち書きがしてあると大 生でも、 読点でないところでどんどん切っていこうとします。 それで、 小学校の授業では 「点は
1拍休むのですよ、 丸は
2拍
休むのですよ」 と先生が手 打っ て句読点の位置のみで休むということを知らせな ら音読の練習をさせたりします。 こ 分節分かち書きは、 語を判別する効果がある
一
方で、 実は読点へ の意識を向けさせにく
くする難点もあり◆
交ぜ書きと振り仮名
　
次に、 交ぜ書きと振り仮名の問題に移りたいと思います。 図
2
は小
学校
3
年生の物語文の教材です。 「ちいちゃんのかげおくり」 、 あまんき
みこさんの作品です。　
冒頭部を
2
種類並べてあります。 左右同じようなものが二つ並んで
いますが、 右が昭和
61年、 左が現行版の平成
23年教科書の表記です。
見ていただきますと、 昭和
61年の方では 「出せい」 や 「先ぞ」 というよう
に交ぜ書きになっ ている語句がありますが、 現行版では らの語句は漢字 振り仮名を付けた形で表記されています。　
表
1
は 「ちいちゃんのかげおくり」 において表記が異なっ ている部分
経年変化を表したもので 。 七つの語句の表記が対象となります 、多くの語句は最初に交ぜ書き も がだんだんと振り仮名付きの表記に変わっ ていくという傾向にあります。 近年の学習指導要領では、
文字に関する事項の取り扱いとして、 「当該学年より後の学年に配当されている漢字につ いては振り仮名を付けるなど、 児童の学習負担に配慮しつ つ提示する」 としていて、 かなりの熟語が交ぜ書きをせずに漢字提示されるよう なっ てきました。　
興味深いのは、 い ったん振り仮名付きの熟語になった 「せつめい」 です。
図２ 国語教科書の交ぜ書きと振り仮名
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最初から 「説明」 は振り仮名付きだったのですが、 これが新しい方の版ではすべて平仮名の表記になっ ています。 こ 経緯につ いて教科書会社に問い合わせましたところ、 教科書検定の際に振り仮名付きの語句の割合
に歯止めがかけられるそうで、 教科書全体の語句のバランスを考えて、 振り仮名を付けたり、 交ぜ書きにしたりしているとのことでした。　
思うに、 「出せい」 や 「先
ぞ」 とい った熟語ではなくて、「せつめい」 という比較的平易な語句表記が平仮名になる要因には、 児童が日常的によく耳にし、
一
つの単語と
して認識できている語であるという点が大 いのではないかと推測できます。 このことは、 国語科以外の教科書の漢字表記を見た場合、教科に専門的な用語がより漢字表記 なりやすい傾向があることからも分かります。　
図
3
と
4
はそれぞれ理科
と家庭科の教科書の
一
部で
す。 現在は小学校の教科書
とはいえ、 漢字が多く提示され、 振り仮名が多用されている現状があります。 ただ、 家庭科の方を見ますと、 「洗濯」 や 「洗剤」 のような日常的に子どもたちがよく知っ ている用語については、 あえて漢字表記をせずに交ぜ書きのままになっ ています。
図４ 家庭科教科書 図３ 理科教科書
表１ 「ちいちゃんのかげおくり」における表記の経年変化
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◆
原典との表記差
　
先ほど 「ちいちゃんのかげおくり」 の経年変化、 表記の変化を見まし
たが、 ここで原典である絵本の表記と教科書の表記を比較してみます。
この 「ちいちゃんのかげおくり」 は
1982
年に出版され、
1983
年
に小学校低学年向けの課題図書になった作品です。　
図
5
は原典である絵本の表記、 図
6
が教科書の表記なのですが、 教
育漢字は教科書に所収される際に漢字に変更されますので、 原典に比べると教科書では漢字そのものは多く表記されていることが分かります。 また、 漢字以外で決定的にすぐ分かるのが、 長音を表す表記として原典の方では棒引きの長音符号を使っ ているの 対して、 教科書の方には平仮名 長音表記の仕方がとられていることです。 図
6
の教科書の
最後の方の記述に 「すごうい」 とあります。 もちろん図
5
の原典の方は
図6 国語教科書 図5 原典の絵本
図8 国語教科書 図7 原典の絵本
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「すごーい」 と棒引きを使って伸ばしています。 あとは符号の 「びっくりマーク」 が丸になっ ているという異同があり　
国立国語研究所のサイトに 「少納言」 というコーパ スの言語資料を検
索するエンジンがあります。 そのサイトで 「すごーい」 が
一
般的にどのよ
うに書かれているのか見てみますと、
41例あったもののうち、 「すごーい」
は
100
％で、 「すごうい」 という表記はありませんでした。 つまり、 日
常的に 「すごーい」 と表記する場合は平仮名でもすべて長音の棒引き符号を使っ ていることになります。 このように、 学校の中における表記は、日常の表記実態とはかなり離れたところ あるといえます。　
それから、 もう
一
つ表記の差として、 句読点の差があります。 図
7と
図
8を比較してみますと、 原典の方では 「その夜。 」 となっていますが、
教科書に変わりますと 「その夜、 ちいちゃんは…」 と、
一
つの文章として
成立すべきところは句点から読点に変え ます。　
また、 心内語は原典では丸括弧で示してありますけれども、 教科書
の方ではかぎを使っ て示しています。 これは先ほどもお示しし した学習指導要領の指導内容 合致するように変えられて るわけです。 つまり、 子どもたちは日常的に使用されている表記と か 異なる、 窮屈な、 しかしながら標準的な表記を学習し のだと言えます。◆
片仮名の表記
　
今、 長音表記のことを申し上げましたが、 この長音表記にかかわっ て
片仮名語のことで少しお話ししたいことがあります。 片仮名の表記の中では、 伸ばす音はもちろん長音符号を使っ て るわけですが、 小学生には片仮名は、 平仮名を習得した後で教えますので、
1年生の早
い段階で子どもたちはまだ片仮名を知らない状況にあります。 か皆さまもよくご存じのように、 世の中には片仮名語が ふれています。
したがって、 学校の中でも片仮名未習時に、 片仮名語句を実際に子どもたちに提示しなければならない状況が生じます。　
その際、 片仮名ではなく、 平仮名で提示していくことになりますが、
その場合困るの 長音表記なのです。 例えば
1年生でも子どもたちに
連絡帳を書かせます 、 明日の持ち物 ノート、 ボールなどと書く場合が悩ましいことになります。 片仮名で 「ノート」 「 」 と書ければいいのですが、 習ってないわけですから平仮名を使うことになります。 この場合、 長音を表すのに 「う」 か 「お」 か 「長音符号」 かというバリエーションが考えられます。 原則的 は、 平仮名の長音表記に従っ て 「の と」 と「う」 を使って書くのがよいのだと思いますが、 そもそも片仮名語のため、 先ほどの 「すごうい」 と同じようにかなりの違和感が生じます。◆
歴史的事象と数字表記の関係
　
教科書と表記の問題でさらに考えてみたい が 縦書き ・ 横書きと表
記の関係です。 現在、 小学校か 高等学校まで、 国語科以外の教科書はおおむね横書き表記を取っ ています。 私も うだっ のですが、 皆さまの中には小学校のころ社会科教科書は縦書きであったという記憶おあり 方もいらっしゃるかと存じます。 しかし 現在では小学校の社会科の教科書は全社横書き表記を取っ ています。 平成元年に小学校の教科書の多くが
A
5
版から
B
5版になったのに伴っ て変わりました。
　
これによって表記が変化することになった語句に 「十七条の憲法」 と
「冠位十二階」 があります。 図
9はまだ縦書き表記だった時代の社会
科の教科書ですが、 もちろん 「冠位十二階」 も 「十七条 憲法」 も漢数字を使っ て いています。 ほとんどの会社は横書き表記に変わったときにも漢数字のまま 提示したのですが、
1社だけ図
10のように 「
17条の
憲法」 と算用数字を使っ て表した事例があります。 この社はずっと最近
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まで、 算用数字を使っ てこのような歴史的な事象を表していました。　
図
11も同じ会社のものですが、 今年度 （平成
23年度） から使われてい
る最も新しい教科書では、 「冠位十二階」 も、 「十七条の憲法」 も図にみられるように漢数字に変えています。 しかも、 この会社だけ、 「十七条」のところに 「じゅうしち」 と振り仮名を付けてもいます。 ほかの会社はこの振り仮名を付けて ませんので、 子どもさんによっ ては 「じゅうななじょう けんぽう」 と読んでいるかもしれません。 どちらでもいいのかも
しれませんが、 普通 「じゅうしちじょう」 と読むのではないかと思います。　
この経緯を当該の教科書会社の方に伺いました。 図
12は旧版教科書
の本文以外の部分に書かれた説明です。 担当の方がおっしゃるには、 条文説明の部分では 「第
1条」 、 「第
2条」 と算用数字を使いたい。 その場
合、 タイトル部の 「
17条の憲法」 のところだけ漢数字を使ってしまうと
子どもたちが混乱するかもしれない。 したがって、 あえてこ ようにしていたということでした。 教科書会社の方々も随分この件については考えていらっしゃったようです。 今年度版から漢数字を使ったのは、 やはり歴史的な固有名ということへ の配慮とのことでした。 つまりこれまでは歴史的固有名よりも子どもさんの発達段階にふさわしいと思われる表記方法を優先させていたというこ だと思います。
図１０ 横書き社会科教科書
 
図９ 縦書き社会科教科書
 
図１２ 社会科教科書（旧版） 図１１ 社会科教科書（新版）
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◆
教科で異なる数の書き方
　
算数などの教科書を見ますと、 熟字訓であるはずの 「ひとり」 の表記
も、 横書きであることが影響しているのだと思いますが、 「
1
人」 と算用
数字を使っ て提示している実態があります。 算用数字を使っ て 「
1
人」
と書くか、 漢数字を使っ て 「
一
人」 と書くかは、 先ほど紹介した検索エン
ジン 「少納言」 では、 今現在の表記実態としてはほぼ同 です。 横書きにした場合、 多くの方 「ひとり」 と書くときに算用数字を使っ て書くのではないでしょうか。　
私の大学には縦書きでも算用 字を使っ て 「
1
人」 と書く学生がた
まにいます。 今日は時間の関係 字方向の話はしないのですが、 最近は縦書きをしなくなりました。 学校現場でも横書きで作文やレポートを書かせるばかり 縦書きを なくな ていますが、 そのことと、 このような社会での使用実態に子どもたちが慣れ いることとが相まって、 縦書きでも 「
1
人」 と書く学生がいるのだと思います。
◆
大学生でも書けない漢字表記
　
大学生の話題が出ましたので、 次の話題に移りたいと思います。 先に
も申し上げましたように私どもの大学は教員養成系の大学なのですが、 「小学校国語」 とい 授業で教育漢字
1006
字を対象とした漢
字テストを てい す。 学生たちはこのテストをかなり舐めていて多分ほとんど勉強 こないのですが、 教育漢字だからとい っ て完全に書けるか いうと、 そうではありません。 以下は、 ある年度の大学生の書けない漢字のベ スト
5
です。
　　　
戸外で遊ぶ
 
　　　
祖父は読本で勉強した
 
　　
円い葉っぱ
 
　　
案の定
 
　　
思いの外
 
　
「戸外で遊ぶ」 が書けないのです。 「戸外」 はあまり使わないのかなと
思いますが、 「湖外で遊ぶ」 と書く学生が非常に多くて、 その人たちは湖の中に住んでいる人をイメージしているのかなと思ったりします。 でも、 これは許せるかなと思うのは 「小貝で遊ぶ」 と書く例です。 それならば 「貝合わせ」 のようなイメージで分かるような気もします。 どちらにして 「戸外」 と書けないし、 もちろん 「読本」 どという言葉は知ないわけです。 しかし、 学生たちは 「戸」 や 「外」 という漢字が書けないわけではないのです。
一
字
一
字は書けるのです。 語彙的な力がないため
表記することができない です。 このようなことを考えると、 学校現場では、 漢字指導を表記指導や語彙指導などととらえる観点が若干少ないのではないか 思います。 どちらかといえば字形 指導をよう 実態があるの す。 そ ことにのみ少し触れさせていただきます。◆
表記よりも 「字形重視」 の教育現場
　
小学校の先生方はテストのときに細部へ の目配りとして、 ほとんどの
方が、 とめ ・ はねなどを気にしながら採点をしているわけです。 表
2は
私が教員を対象にアンケート調査をした結果ですが、
90％以上の方が、
細部に目配りして採点をしていることが分かります。　
今でも忘れていない ですが、 私が中学
3
年の時に 「接続」 の 「接」 を
間違いだと言われたこ がありました。 「てへんもはねて るし、 こが
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違うのだろう」 と思っていましたら、 「 『女』 の
2
画目は打ち込みの点が
3
画目の少しだけ上に出ないといけない。 君のは出すぎだ。 これは 『女』
ではない」 と言われて、
　
を付けられました。 中学生ながらかなり頭に
来たのを覚えています。　　
常用漢字表の前書きには相当広範囲な漢字字形の許容が示されて
いますが、 多分、 ご自分たちが受け こられた漢字テストの採点基準が、 脈々と受け継がれて る と思います。　
そして、 例えばこういうところにかなり意識を注 で る先生もおい
でです。 図
13の 「恩」 の 「大」 の
3画目はとめるのか、 はねるのか
—
—
。 教
科書会社によっ て字体差がある で、 どうでもい わけです。 常用漢字
の漢字表の前書きをしっかり見てほしいと言いたいのですが、 結構このような細部にこだわっ て採点されるのです。 大人になっ て、 こうい ったところがアバウトで何か文句を言われる事態がありますか。 ありませんよね。 もちろん基礎をきちんとしないといけないということだろうとは思いますが、 私が非常に心配しているのは、 こうい ことで子どもたちが漢字嫌いになっ っ てしまうの
はないかということです。 学校現場というのは、 このような点からも 「非日常」的な指導を積み重ねているのだと思います。　
時間となりましたので、 ここで終わら
せていただきます。 ありが うございました。
図１３ 「恩」の字形
表２ テストの際、細部へ目配りをしたか（棚橋調査：251名対象）
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　昨日はどうも！
　昨日は、ごちそうさまでした
　日本（にほん？ にっぽん？） 
　＝9とおりのよみ（cf. 中国語 rì、韓国語 il）
　確かに一つ二つは何かの法則で説明がつくもの
があるのですが、それでも七つぐらい残ります。なぜ
それが困るのかといいますと、前に覚えた内容が次
に応用できないのです。次にその字が出てきたとき
に最初の読み方を当てはめようとすると、「いや、違
います」、さらにまた出てきたときに、「今度もまた違い
ます」というわけです。これは学習者のモチベーショ
ンにとっては非常にまずいことなのです。習ったはず
なのだけれども、違うのだということです。
　先ほど熟字訓などの話も少し出ましたけれども、
地名や人名の漢字使用になると、本当に犯罪に近
いような面があります。あるいは逆に言うと、これは全
く遊びの世界で、通じることを全く考えていないので
す。地名の後ろに付く「ちょう」や「まち」も現地の人
でないと分かりません。自分の名前を誰にも読んでも
らえないという人もいっぱいいると思うのです。これ
でいいかどうかという問いかけで終わりたいと思い
ます。
※カイザー氏の講演は
41ページよりはじまります。
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a、二、三、女...、b、 計、毛、礼...
Ch. 2 Pure Groups  
A、4字以上、中、忠、沖（沖天）、B、3字以下、C、 2
字以下
Ch. 3 One-Time Chinese Readings
圧、米、別、没、白（黒白）...
Ch. 4 Characters with No Chinese Readings 
(in this book)
結、旭、亘、只、貝、頁...
Ch. 5 Semi-Pure Groups
次（次第）、姿、資、諮／盗；交、校、効、郊、絞／較...
Ch. 6 Readings from Everyday Words 
三画、元（気）...
Ch. 7 Mixed Groups
A. Mixed Groups of 2 Readings Only 
同、銅、胴、洞（洞察）；筒（水筒）、桐（桐油）...
B. Mixed Groups with 2 Exceptions 
Only
女（女性、性分）、星（星座、明星）...
C. Remaining Mixed Groups
（地図、地震、=Everyday Words）
Ch. 8 Readings from Useful Compounds
（土（土地）（土曜日、=Everyday Words））
Ch. 9 A Potpourri of Readings 
弱肉強食、微笑...恐妻...鯨（鯨飲馬食）...
Ch. 10 Supplementary Readings
 A. Common Supplementary Readings
（右（左右）（右翼、=Useful Compounds）、 
欄、裏、猶）
B. Uncommon Supplementary Readings
（謀（謀反）（陰謀、=Semi-Pure Groups））
　また、訓読みの読み方を覚えさせる方法を示して
います（Part Two, Japanese Readings）。音読み
だと音符があって、先ほどの数字（テキストの中では
16−17%）であまり役に立たないことを示したのです
が、それでもうまくグループ化すればそれらしく見せ
ることはできます。しかし訓読みになると全くシステム
が成立しないはずです。で、この人がどうしているか
というと、「あいうえお」「かきくけこ」に全部漢字を当
てるわけです。ここに「うつわ」という例があるように、
「う、つ、わ」は「卯、津、輪」の漢字でそれぞれ意
味を与えて覚えさせます。どういうイメー ジになるので
しょう、「どこかの港でうさぎが踏み車を踏んでいる」
なのでしょうか、そういう覚え方をさせるわけです。そ
こまでしないと、非漢字圏学習者はなかなか漢字が
覚えられない（あるいは、覚えられるという期待感を
与えられない）ということを示したかったわけです。こ
の本は一部では、漢字のバイブル（聖書）と呼ぶ人
もいるぐらい広く普及していて、各国語にも翻訳され
ています。
Part Two, Japanese Readings
Primary Phonemes 
亜井卯江尾蚊 mosquito 切（る）...
Voiced Phonemes 
画犠具下碁座...
Long Vowels
（多（い）凍（る）背　通（る）設（ける）夕...　
Diphtongs 
巨（人）写（真）（洋）酒　署（名）茶　著（者）...
◆「この字は覚えたけど」症候群
　「エンドレス感」の内容を私のよく使う言葉で言う
と、「この字は覚えたけど」症候群です。これがかな
り学生の中に見られる現象です。特に単純な漢字
に多い現象なのですが、漢字の「日」を見ると、中国
語では１つ、韓国語でも１つですが、日本語では9通
りの読み方があります。
　その日は３日の土曜日
　1日は一日中何もしなかった
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システムになっているわけです。一つだけ実際の例
をご覧いただくと、例えば通し番号469の「歌」という
漢字があります。この漢字では「カンカン（can-can）
ガールのコ ラースラインが歌っている」というプロット
だけを示します。割合と単純化されている部分で
す。そして、「聴衆にあくびしか反応させない理由に
ついては、あなた自身にお任せしよう」、自分で考え
なさいとシチュエ シーョンを与えるわけです。
121 utensil　器
この漢字の情景は快いものではない。大きくてふわ
ふわしたセントバーナ ドー犬（St. Bernard dog）が
テーブルの上に伸びきった状態で横たわっている。
蒸し上がっていて、野菜で詰め物にされたり、飾られ
たりしていて、脚が上を向いて、口にリンゴをくわえて
いる。テーブルの各コーナーにはどん欲で空いた口
（mouth）が、器（utensils）がもたされ宴会が始まる
のを待っている。
122 stinking　臭
この字は動物世界にはもう少しやさしい。我が友の
セントバーナ ドー（St. Bernard）が健在で、鼻（nose）
が疑い深くどこかにある臭い（stinking）ものをぴくぴ
くと探しあてようとしている。
277 road-way 道
キーワ ドーは通過するための道路（road）と何かを
するための道または方法（way）という意味をもっ
ているが、前者の方がイメー ジを作るのにより適し
ている。部品は「道路の首」（the neck of a road）
と読まれる。交通が止まってしまった、込み合った
車道（road-way）を想像しなさい。我々が通常
"bottleneck" と呼ぶ状況。
469 song　歌
この漢字の歌（song）はカンカン（can-can）ガールの
コ ラースラインが歌っている。聴衆にあくびしか反応
させない理由については、あなたにお任せしよう。
575 the following　翌
Fea ther s . . . va se .  Be  su re  t o  con t r a s t  t he 
connotation of this keyword with that for next 
(FRAME 471). （次、 next, lack of ice）（立、stand 
up, vase）
◆イメージ化の考え方と例
　イメー ジ化の話にうつります。「次の課題は混合
漢字を作り上げることだ。想像力と記憶がものをいう
のはここのところだ。目標は、精神の目にショックを与
えたり、むかつかせたり、魅惑させたり、からかったり、
あらゆる方法でおもしろがらせることによって、キー
ワ ドーと密接に結びついたイメー ジを焼きつける点
にある」ということです。次のものがその例の１つで
す。
245 cow　牛
この漢字を、ロ ドーローラーにひかれたばかりの牛
（cow）の落書きと見立てたらどうだろうか。最初の
一画の小さい点が片側に回った頭で、次の二画が
四本の脚。
◆読みの記憶術
　読み方に関しては、別の1冊が用意されている
のです〔文献10〕。それがどのようになっているのか、
例えば四つか五つぐらいの漢字をいろいろな観点
からグループ化しています（Part One, Chinese 
Readings）。同じ音読みを持っていて、同じ部品を
持っているもの、あるいは日常的に役に立つ言葉、
種々雑多な読み方や補助的な読み方をするもの、
その中のよく使うもの、あまり使わないものなどに分け
ます。つまり、これは本来システム化できないものを
無理にシステム化しているように見せかけて、結局
それで常用漢字を全部カバ しーているわけです。
Part One, Chinese Readings
Ch. 1 The Kana and their Kanji  
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いることです。漢字圏で目玉が二つ足りないとなる
と、非漢字圏では果たしていくつ足りないだろうか。
あるいは、日本における大衆教育が比較的新しい
現象だということを考えると、果たして漢字を通して
大衆教育ができるのかという疑問が私にはありま
す。
◆音符の有用度
　システムとしての漢字に関するデ ターを少し挙げ
ます。一つは、音符との「一致度」の観点から調べ
たものです（表4）。
　例えば1.0の一致度、つまり完全に一致するもの
は58％近く、それから次の4分の3程度が18％ぐらい
あるといったところです。時間の関係で詳細は割愛
しますが、この4分の3について著者が示しているの
は、音素1個の相違といってもかなり食い違っている
という認識です。つまり、0.75は漢字の音読みを音
符などから当てられる可能性がかなり危ないという
認識です。0.5以下だと、全く参考にならないぐらいだ
とも言っています。ところが、文献5では同じデ ターを
3段階に計算し直している。完全一致はそのままで
すが、0.5から0.25までの3つの数字を「ある程度一
致」として33％に統合しているのは、もとの論文の主
旨とはまったく違います。その結果、「一致しない」も
のはたったの10％になってしまいます。漢字の音符
は9割程度助けになるのだと、かなり誇張した数字
を見せたいあまり、デ ターを改ざんして書いているわ
けです。
　文献14は残念ながらドイツ語で書かれたものなの
であまり知られていなのですが、非常に厳密な方法
で常用漢字を分析した研究書です。漢字とその音
符に存在する類似性が歴史的にどの程度温存さ
れているかの関係をベースにしている文献4と違っ
て、同じ音符をもつ常用漢字を比較して、発音上ど
れだけ共通性があるのか調査したものです。結果
だけをいうと、文章のなかで3字に1字が形声文字
であり、その半分がさらに一定した音読みを持って
いる場合、そういった最善の条件でもせいぜい16〜
17％ぐらいが一定の読み方になるという計算を示し
ています。そうすると、システムとしての漢字はなかな
か学習の上では利用できないことになるわけです。
◆意味・形の記憶術
　では、非漢字圏学習者はどうやって漢字を覚える
のか、これが次の問題になります。文献9はアメリカ
人のHeisigという人が書いた教材です。インター ネッ
トでの利用者のコメントなどを見てもらうとよく分かり
ますが、これは自学習用教材として非常にはやって
いるものなのです。特徴としては、2冊に分かれてい
て、最初の1冊では漢字の読み方を全く無視して、
漢字の意味と形だけを学習することにしぼっていま
す。漢字を基本的な部品に分けて、漢字の全体の
（中心的な）意味にニックネームを与えて、構成要
素の各部品をつなげるための、英語によるストー リー
を付けるやり方です。著者によると、本人はそれで
1カ月で1900字を覚えたそうです。なかなか凡人に
はまねできないと思うのですが、それを可能にした
のは、いわゆる記憶術です。私の話のタイトルにある
「エンドレス感」というのは、電話帳にあるような、無
関係な情報をどんどん頭に放り込んでいくようなプロ
セスも含んでいるわけですが、そうならないように少
しでもシステム化しようというものです。
　1冊目でまずは大きなストー リー を出して、学習者
にそれを覚えさせます。だんだん簡略化していって、
最後はエレメンツだけ提供して、学習者が自分でス
トー リー を考えます。つまり、だんだん自立するような
表4 音符との一致度（文献4による）
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　次は日本語能力試験の標準的な学習時間数の
表です（表2）。基準学習時間数は主催者側のデー
タです。
級別の後に漢字数が書いてあります。最初の4級は
150字で、1級になると2000字なのです。その学習時
間として、1級に達するまでには2000時間となってい
るわけです。日本語学校に通っている生徒さんの実
際の学習時間を計ったデ ターによると、漢字圏の人
たちは大体そのぐらいで習得できるのですが、漢字
圏以外の人たちになるとかなり開きがあります。しか
も漢字数が増えれば増えるほど開きが広がるという
ことを示しています。
◆日本人児童の漢字学習
　日本人の学習にはあまり触れません。ただ、小学
校など義務教育では9年、高校まで含めると12年か
かってしまうわけです。それに比べて、欧米では基
本的に文字の学習は小学校4年で終了します。だ
からこそ、明治時代には危機感があり小学校4年
では読み書きは無理だと分かってくると、それを何と
かしようという動きがあったのですが、今その問題は
まったく眼中にないようです。
　もう一つ、日本とイギリスの国語の初等教育の比
較ですが、これはよく分からない、古いデータです
が、最近の漢字関係の本の中で引用されていま
す。原典で確認しても、「英米の教育能率は日本の
四倍半」という劇的な見出しの後に下記の表3にま
とめたデ ターが並んでいるだけで、どこのデ ターなの
か、その根拠は示されていないないのです。ただ、こ
の種の比較デ ターは非常に得難いので、あえて再
掲載しました。ちなみに、唯一知られている日米の小
学生の大掛かりな比較調査であるStevensonら〔文
献15〕では、日米（台）の教科書語彙全数を共通して
7000だと言っています。
　ここで間劇です。伝説上の漢字の創始者「倉頡」
（漢字はいくつかバージョンがあるが）、ご紹介しま
す（図1）。
　何か特徴的なところはお分かりですか。幾つかあ
るのですが、これが一番分かりやすいでしょうか、目
の玉が多いのです。
　これについて、武田雅哉が『蒼頡たちの宴』の中
で次のようなことをいっています。「われわれ漢字を
使用する人間ときたら、残念なことに、蒼頡のような
四つ目ではない。つまり、『目玉が二つ足りない』・・漢
字という本来はとてつもな
く偉大なはずの発明品を、
まっとうに使いこなすこと
ができず、むしろこれを持
てあまし、その管理と保全
とに多大な苦労を強いら
れてきたのである」〔文献3〕。
　これは中国と日本、つま
り漢字圏についていって図1 倉頡像
表3 日本とイギリスの国語の初等教育の比較（文献2、文献6による）
◆伝説上の漢字の創始者
　「倉
そ う
頡
け つ
（そうけつ）像」
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き」という意味です。これは有名な英語の論文でい
わば実施されているので、文献13として挙げている
ものです。タイトルを日本語にすると「読書障害のあ
るアメリカ人児童は、中国の漢字で表現された英語
の読みが簡単に習得できる」という研究論文です。
たったの30字しか使っていなかったのですが、これ
は有名で、どうも内容がタイトルよりはかなり限定的な
ので悪名高き論文でもあります。これがまさしく模範
とすべきことだ、つまり、英語できちんと読めない人た
ちには漢字さえ与えれば問題はすべて解決すると
いうわけです。それから、普遍言語として漢字を使お
うとする19世紀の考え方もありました。これは語順や
文法要素など考えるともちろん無理がありますが、そ
れなりに魅力的なアイデアとして一時ははやっていま
した。
　もう一 つ だ け 取り上 げます が 、最 後 の
Successfulnessは「成功済み」です。これは実は国
研の以前のシンポジウムで鈴木孝夫とやり合ったこ
とがあります。鈴木さんは「日本が明治時代にあれ
だけの進歩を短期間のうちにできたのは漢字もあっ
てのこと」という趣旨のことを質疑の中で言われたわ
けです。それに対してカイザーが「それは論理にか
なっていない、つまり、『にもかかわらず』ということは
否定できないのではないか」と指摘したら、鈴木さん
から「西洋の論理がすべてではない」とやり返され
たのを今でも覚えています。
　学習の方に目を向けて、幾つかのデ ターを出した
いと思います。
　これは成人学習者のばあいですが、アメリカ国務
省の各国語のプロ（外交官あるいは政府職員）を
育てるところでは、どのぐらいの授業時間で各言語
を習得できるかを比較した表です（表1）。これはあく
まで英語話者にとっての話なのですが、フランス語
やドイツ語あたりは600時間程度、23〜24週ぐらい
で習得できます。それに比べると、中国や日本の言
葉などはその4倍かかってしまうような計算になるわ
けです。これは才能やモチベーションのある成人学
習者で、授業時間しか数えていませんので、それと
プラス宿題という計算になるかと思います。
◆学習者にとっての日本語と漢字
　—授業・学習時間のデーター
表2 日本語能力試験のレベル別学習時間レベル
表1 FSI (US Dept. of State)授業時間比較
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　こんにちは。私は通常は文字の学問を専門とし
ていますが、今日は特に非漢字圏といわれる学習
者に対する漢字教育、あるいは漢字学習のことを
考えてみたいと思います。
　漢字教材にみられる漢字に関する形容辞につ
いてです。
exotic and alien characters
〔文献11〕
pictographic writing is often far superior to the 
alphabetic writing of the Western world
〔文献8〕
Crazy  for  Kanj i :  A  S tudent  Guide  to  the 
Wonderful World of Japanese Kanji 
〔文献12〕
　下線の要所だけを日本語に直すと、exotic and 
alienは「異国風で異質」、pictographic writingは
「絵文字」、はsuperiorは「優れている」、Crazyは
「夢中（狂？）」となるのですが、サッカーのベッカム
の息子（11歳）がこの「狂」を刺青のような形で手
首の辺りに付けていました。これはcrazyの訳語な
ので、それでもいいのかなと思いましたので、括弧
内で示しました。あるいは「漢字タトゥ」などというも
のがあって、どうもそちらの方は漢字の人気度が高
いようです。例えば話題になっているセルビアのプ
ロテニス選手がドストエフスキーの語句を刺青のよ
うな形で腕に彫っているのですが、キリル文字では
なくて、わざわざ日本語で書いてあるのです。それほ
ど漢字の魅力は強いところがあるわけです。そうい
う文字、つまり、通常ただ読むためや書くための文
字ではなくて、それを超えた属性を持っている文字
ということになると、いわゆる漢字神話が生まれてく
るのです。
◆「漢字神話」
　先ほど所長のご挨拶にありました、「漢字はぱっ
と見て意味が分かる」というのも実は神話なのです
（けっして科学的に証明されたものではないからこ
そ、神話です）。これは「表意神話」といわれている
ものです。つまり、いかにもそうでありそうなのだけれ
ども、よくよく調べたりすると、どうもそうではない、思
い込みにすぎないということです。
Ideograph ic（表意）, Unive r sa l i t y（普遍）, 
Emulatability（模範とすべき、文献13参照）,
Monosyllabic（単音節）, Indispensability（不可
欠）, Successfulness（成功済み）
〔文献7、cf 第6回国立国語研究所国際シンポジウム「国際社会と日
本語」（1998）〕
　二つだけ取り上げます。3番目のEmulatability
は難しい言葉で書いてあるのですが、「模範とすべ
◆漢字の魅力
　—漢字教材にみられる形容辞—
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高田
　
質疑応答ならびに討論の時間に移り
ます。 司会は引き続き国立国語研究所の高田が務めます。 どうぞよろしくお願いします。　
それでは、 会場の皆さまからいただいた質
問を基に討論、 質疑応答を行います。 時間の都合もあっ て、 すべてのご質問、 コメントに対てお答えすることはできません 誠に申し訳ありません。　
では、 まず阿辻先生へ のご質問からです。
阿辻
　
私のところには二つの問題をいただいて
います。
一
つは、 「中国で作られた漢字が直接
または朝鮮半島を経由して日本に入ってきた後、 かなり短時間で片仮名、 平仮名が生まれたと理解しています。
一
方、 ハ ングルはかな
り後になっ て らだと思いますが」 ということで、 こ は時間的な差をお尋ねいただいて る
のかと思います。 もう
一
つの問題は、 「現在の
中国 簡略化字体の漢字はあまりにも省略されていて、 意味がもはや明快ではありません。 こうなったのはなぜか、 あるい どのような背景と考えられるか」 。 この二つのご質問です。　
最初の方ですが、 まず日本人は平仮名、 片
仮名を早い時期に作り、 それを交ぜて使うという独自の文化を形成しましたが、 平仮名、片仮名はそれぞれ発生の由来と言うべきものがあります。 まず片仮名は、 お坊さんが仏教のお経を勉強 るときに、 お経を暗唱しなければいけな ので、 漢字で書かれている文章を日本語で読むときの発音のルビに当たるものを開発していくわけです。 その段階で、 今、 明らかになって る研究では もともとは筆に墨を付けて書くのではなくて 角筆
と呼んでいますが、 竹の棒を尖らせたまま紙をめり込ませる形で、 いわばカン ニ ングペーパー的に書いたものだったのだろうと推察されます。 そのときに、 この字はこう読むのだと、 自分が分かる符丁を作りました。 例えば私名前の阿辻の 「阿」 のこざとへん けを使うと「あ」 と読める、 あるいは伊藤さんの 「伊」 の
高田 智和
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　　　パネルディスカッション◆「日本語文字・表記の難しさとおもしろさ」
にんべんだけを使うと 「い」 と読めるなど、 お坊さんが仏教経典 学習する段階で音 するためのサポートとして開発されました。　
一
方、 平仮名の方は女手と呼んでいますが、
『枕草子』 や 『源氏物語』 など、 宮廷の女性たちが和歌あるいは物語などを草書体で書き、 それがインテリ 女性の中で 広まっていきました。 当初は片仮名は仏教の世界、 平仮名は女流文学の世界という発生の由来がそれぞれバ ックに り、 随分後 時代まで仏教は片仮名で、 物語は平仮名でというすみ分けのようなことがありました。　
一方、 朝鮮半島のハ ングルは
1450
年代
に世宗 （セジョン） という王様が、 民衆の文化の向上のために民族語を書き表せる合理的なシステムの開発を命じられてで たもので
す。 ただ、 語弊があるかもしれませんが、 ハングルは伝統的な中では女子どものための文字で、 知識人や正規の文章は漢字、 漢文で書くのだとされました。 テレビドラマ 「宮廷女官チャングムの誓い」 では、 宮中に仕える身分であれば女性でも漢字、 漢文を使っています。第二次世界大戦が終わり 日本が朝鮮半島から撤退して後、 民族文化の興隆もあってハングルが興隆しているのが現実です。 大変簡単ですが、 時間の関係で次の問題に移らせていただきます。　
現在の中国の簡略化字体は日本人の目か
ら見ると大変分かりにくいも ですが、 中国語の発音が分かっている人間には簡単に読めるところ あります。 例えば除夜の鐘「鐘」 はかねへんに 「童」 です 、 今の中国ではかねへんに 「中」 書き これは全然わけの分からない簡略化字体だと多くの方はお考えになると思 ます。 しかし、 「鐘」と 「中」 はどちらも中 では同じ
zh
on
g
という発音になりますので、 かねへんに 「中（zh
on
g
） 」 であれば、 ゴーンと鳴らす 「鐘」 で
す。 中国語の発 が分かっていれば、 現代式の形声文字と理解できるものがたくさんあります。 ただ、 そう ないも ももちろんあり、 漢字の 「漢」 はさんず へんに又を書くの
ですが、 あれは単に記号化しているだけの話です。 記号化しているものは簡略化の仕方として合理的ではありませんが、 中には新しい中国での形声文字という形で簡略化字体ができているものがあります。 中国人が読んだらほとんど不自由はしません。 それこそ文章の流れの中であの文字を見ますと、 中国語として使うのだったら理解できる 状況です。高田
　
今の簡体字の件にも関連しますが、
横山先生に、 簡体字、 繁体字、 日本 常用漢字の字体との間で、 体 好みに差があるのかという質問が来ています。横山
　
台湾の大学で日本語を勉強している
大学生を対象に、 日本 旧字体と新字体の好みにつ いて調査したことがあるのですが、 日本で学んでいる留学生の人もそうですが、 やはり台湾の方はどちらかという 繁体 それに対して大陸の方は簡体 を好む傾向見られるよう す。 もちろん日常生活でそういう文字の形によく接して て馴染みがあるので、 それが好みになっていくのだろ と思います。阿辻
　
補足します。 近ごろは大阪でもそう
ですが、 東京 も英語とハングルと中国語簡体字と繁体字 二つの表記が駅などに書
阿辻 哲次
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かれていることがあります。 例えば 「いらっしゃいませ」 は 「熱烈歓迎」 と書きますが、 これを現在の中国で使っ ている漢字で いてあっても、 旧字体で書 てあっ ても、 中国人であればどちらでも読めることは間違い せん。 そのシチュ エーションにお 「よくいらっしゃいました」 ということはもちろんよく分かるわけですから、 簡略化字体であろうが繁体字であろうが、 分かることは分か のです。 ただ、 民族的なアイデンティティ でもいうのでしょうか、 台湾の特に年配の方 「おれたちの大切な漢 をおれたちに相談もせずに勝手に簡略化 やがって」 のようなイメージがあるから、 簡体字に対して批判される方がいらっしゃいます。 し し 申しましたように、 中国語が読み書きできる人間 ら見れ
ば、 どちらの文字で書こうと読めるものであるということは間違いのない事実だと思うです。 あとは民族的なプライドの問題 思います。高田
　
続いて小駒先生へ のご質問です。
小駒
　
「漢字や振り仮名がどんどん変化し
たり、 新しく作られて るとおっしゃ っていましたが、 校閲者として
一
つ
一
つ作者に確認し
ているのでしょうか」 というご質問です。　
特に今までなかった漢字を使った場合は、
普通の形では組版 きませんので、 新たに字を作らなければいけないのです。 こ を 「作字」 とい っ ています。 そ とき 「本当にこれでいいのですか。 この形を意図しているので か」と確認しま 。 ただ、 読み方については、 常識の範囲内で考えられるようなものであれば、「ああ、 このつもりで書いたのだな」 ということで、 これで いとします。 それ 超えるような読みにつ いてはもちろん
一
つ
一
つ確認してい
ます。高田
　
ありがとうございます。 次は阿辻先
生と小駒先生に共通のご質問です。阿辻
　
今お手元に届けていただいたご質問で
す。 「日本語の音は漢字音ですが、 北京や上海のように従来にない発音が表れています。一
方、 従来の音で読んでいるケースもありま
す。 今後どうなるのか」 。 それから、 「音の種類にもう
一
つ現代音が追加になるのでしょう
か。 さらに字音も変わっ ていくのか」 。　
まず北京と上海ですが、
一
番分かりやす
いのは香港だろうと思います。 「香港」 と書いて現在 中国語では
X
ianggang と発音しま
す。 中国からの留学生に対して 「ホンコン と言っても通じないのが普通です。 なぜ 「ホンコン」 かといいますと、 あれ 現地の香港方言、広東方言なのです。 中国は広い国なので方言がたくさんあ 、 南方 広東省 話されている広東方言ではこの
2文字を
H
eunggong
と発音します。 ジャッキー ・ チェンなどの香港映画でしゃべ っている は広東 言です。
1
8
4
0年のアヘン戦争によって香港はイギ
リスに租借地と て割譲され、 そこ 現地のH
eu
n
g
g
on
g の発音が英語に外来語として
入っ て
H
ong K
ong になりました。
　
同様に広東方言で北京のことは
B
ak
g
in
g
と発音します。 今の中国語では
B
eijing で、 オ
リンピックでは
B
eijin
g
と書いてあったのを覚
えていらっしゃると思います。 あれを 「ペキと読むのは、
B
akging という広東方言が英語
に入っ て、
king という音で読むようになったの
です。 現在の中国語で
king の音はありません
ので、 あれも明らかに方言の音 上海は
小駒 勝美
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そのまま
Shanghai と発音します。
　
ただ、 北京、 上海、 南京、 廈門など、 中国の
地名でわれわれに馴染みのない漢字音で読むのは大きな町ばかりです。 例えば天津、 徐州、 成都など大多数の地名はわれわれが知っている漢字の発音で読んでいます。 北京、 上海、 香港 南京、 廈門などは割と英語に入った例外的な発音の結果、 それが英語経由 日本語にも入っ てきているという実情があります。 中国の地名はすべて中国語 発音するというご意見の方もいらっしゃいます 、 中国語では 「東京」 を
D
ongjing と発音します。 日本
の地名が中国語では日本式に 読まれなのと同じように、 双方と に漢字音を使って発音しますので、 音読みがその結果増えることにはならないと思います。　
それから、 現代音が追加されるのは、 私が
個人的に見たケースでは、 小」 と、 「食べる」という動詞を表す 「吃」 を書 て、 おやつや点心などを表す言葉 「小吃 （
x
iaoch
i ） 」 という
ものがあります。 「軽食」 の意味なのですが、それに片仮名で 「シャオチー」 と振っ て、 グルメ雑誌などで 「横浜のおいしいシャオチー」 などと書いてあります。 あるいは 餃子 など、 中国の食文化の名称が日本語 中に浸透はしていますが、 漢字施策としてそう う発音を
認定することではないだろうと思います。高田
　
小駒先生、 辞書、 辞典ではいかがで
しょうか。小駒
　
今の 「 吃」 のようなもので、
青チンゲンサイ
梗菜
、
青チンジャオロース
椒肉絲
、麻マー ボー ドウフ
婆豆腐
がどこまでが中国語なの
かよく分からないですが、 そういうものは辞書にその音を書くときにどうするかといいますと、 やはり中国音としか書きようがないので、 今回の辞書には、 私は 「
　
」 と仕方なく入
れました。
100
や
200
は入っていると思
います。 入れたくて入れたわけで ないですが、 どうしようもないのです。 呉音でも漢音でもなく、 訓でもないので、 それは 「
　
」 とで
もしておくしかないだろうという判断でそうしました。 そうい ものは 後もい っぱいあることはあると思います。 食べ物が主だと思いますが。高田
　
ありがとうございます。 この件に関し
て、 柴田先生、 放送 はど なっ ていますか。柴田
　
これはほとんど固有名詞扱いにしてい
ます。 例えば麻
マー ボー ドウフ
婆豆腐
、青チンゲンサイ
梗菜
は固有名詞
扱いとして、 例外として扱っ てしま それを
一
般的に広げることをしないというとこ
ろで止めています。高田
　
では、 続けて柴田先生へ のご質問にお
答えください。
柴田
　
今日お集まりの皆さんは相当レベ ルが
高くて、 細かいところまで目が届く方が多いので、 そういうご質問が来ています。 「
N
H
K
で独自に使っ て る漢字の中に、 『挽歌』 や 『挽回』 の 『挽』 の字があります 、 あれは音読みだけで使っ ている か、 訓の 「ひく」 でも使っ ているのか」 というご質問です。　
結論から申しますと、 音だけ使っていま
す。 なぜかといいますと、 「ひく」 は別に字数が減るわけでもな ですし、 恐らく使う場面は 「挽き肉」 ぐらいしかないだろうと思われます。 「挽き肉」 はずっと 「ひき肉」 と書 てましたので、 ご利益がな と うこ が
一
つあ
ります。　
それから、 この漢字をどういう熟語で使う
か、 あるいはどういう単語で使うか、 またそ
柴田 実
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の単語の頻度なども考え合わせますと、 「挽歌」 「挽回」 はほかの言葉で置き換えることが難しい、 なおかつ北海道を舞台にした 『挽歌』 など ろいろ使いたい場面が多いという現場の声がありましたので、 これは視聴者の皆さんのご理解を得られる範囲だと総合的に解釈して使うことにしました。　
漢字はどういう場面で使うのか。 ルールで
音訓をそろえる か。 どちらかというと原則に立てば分かりやすいのですが、 原則に立つと逆に例外が多くなることもある、 非常に扱いにくいものかなと考えます。　
それから、 「
NHK
の 『用字用語辞典』 では
『取り引き』 は 『り』 と 『き』 を送るのですが、送らない場面もある。 送らない方が正しいのではないか」 というご質問です。 これも原則から言いますと、
NHK
では 「裏で取り引き
をした」 のように動作性がある場合には送仮名 送ります。 「ヤミ取引」 や 「現物取引」のような名詞性の強いものは送らないことになっ ていますが、 これは表記の方言性というのでしょうか、 そのジャンルによっ て違います。　
似たようなものですと、 警察関係では 「交
通取締り」 があります。 「取り締まりを行う」 という場合には 「り」 「まり」 を送るわけですが、 いわゆるねずみ取りの 交通取締り」
は送らないことに決めています。 それは経済、警察などの特定のジャンルで慣れ親しんだ書き方 （方言的 表記） と
一
般的な表記 （共通
表記） とは少し違うという問題が出てきているのが尾を引いているところだろうと思す。 例えば 「 き換え」 「書き替え」 「貸し越し」 「借り越し」 などの用語についてはそういう問題をずっと引きずっていて、 各新聞社ともにルールを設けています。 外から見ると 「いいかげんだな、 どっちかにしろよ」 と思うかもしれませんが、
一
応そういう取り決めをして
います。　
これはほかの面でも、 例えばいわゆる正字
といわれている康煕字典体を使う固有名詞と、 そうではなく標準的な簡略 形に戻した固有名詞のどちらを使う というのと似たようなこ で、 言葉は悪いですが、 その世界に特有の方言的な表記と
一
般的な表記との
せめぎ合いが出てきているところだろうと考えています。高田
　
どうもありがとうございます。 棚橋
先生に、 振り仮名に関して、 ご発表では端折られたところにたくさん質問が来て ますので、 補足の説明をしていただきたいと思 ます。棚橋
　
先ほどは振り仮名のことにつ いて説明
を少し端折りました。 振り仮名については、ご質問の中でその有効性についてご意見をくださった方もあるのですが、 若干補足させていただきたいと思います。　
簡単に言いますと、 私はこれからの表記で
振り仮名をこれまで以上に多用してい ったらどうかと思うのです。 それ は二つ理由があります。
一
つは、 振り仮名を付けて漢字を見
せることで、 漢字が習得できるということす。 私は過去に振り 効果を検証するために、
4
年生から
6
年生の児童
500
名
ほどを対象に調査をしたこ がありまその調査につ いて簡単に説明しますと、 ず、子どもたちを二 のグループに分け し 。そして、
一
つのグループには普通の教科書を、
もう
一
つのグループには、
一
部の熟語をルビ付
棚橋 尚子
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き漢字に直した調査用教科書を使ってもらい、 双方のグループに同じように読解の授業をしてもらいました。 つまり、
一
方のグループ
はルビ付き漢字を授業中、 「とにかく目にしている」 という形になります。 もちろん、 授業の際にその漢字を特に学習することはあません。
一
通り授業を行った後にルビ付きに
した漢字につ ての読み書きの調査をしたのですが、 読みにつ いては明らか ルビ付き漢字を見てい グループはできるよう なっ ていました。 これは 皆様の経験からも く分かられることだと思い す。 ところが、 少し驚 たのは書きの結果 。 先ほども申し上げたように子ども ちはこれらの漢字 書く練習は
一
切していませんが、 ルビ付きで目
にしていたグループの方 、 統計的に見 有意な結果でその漢字が書けるようになっ ていたのです。
　
　
私ごとですが、 昔、 私より少し年長の方々
が、 立川文庫で漢字が読めるようになった書けるようになったとよくおっしゃっていて本当かなと思っていたこと あります。 ところが、 自分でこの調査をして、 それ ある程度本当であるこ が分かりま た。 ということで、 漢字の習得にルビを積極的 活用すべきであると申し上げたいと思います。
　
それから、 心理学の知見では、 ルビ付きでテ
キストを提示して読解させた方が、 より深い読解ができるという結果も出ています。 浅いレベ ルの読解ではそうでもないのですが、 深レベルの読解にな 効果があるというのです。 ある高等学校の先生から伺った話にそれと似たような話があります。 皆様もご存じのように、
一
口に高校とい ってもいろいろなレ
ベルがあって、 その高校は小学校
2
年生程度
の漢字すら十分 読み書きできない人が少なくない高校なのです。 うすると、 方は大層苦労されるこ なります。 例えば芥川の 『羅生門』 などを授業しようと思っても、 高等学校用のテキストでは授業しにくいつまり生徒さんたちが読め い、 理解できないということが起こります。 そこ 、 その高校の先生方は大型の古本店を回られて、
一
冊
100
円ぐらいだと思うのですが、 クラス人
数分の小学生用の総ルビの 『羅生門』 の本を買っ てきて生徒に与えられるということをされました。 それで、 授業をされたのですね。ると、 それまで子どもさんたちのこ を学力があまりないと思っ おいでだった に、 進学校に遜色なく主題に迫る読解をすることができたということでした。　
このようなことを申し上げていると、 カイ
ザー先生に 「だから漢字をやめた方がいい」と言われそうなのですけれども、 漢字にルビを付けることで読解 補強をすることになると思います。 国語教育で言うと、 全国学力 ・ 学習状況調査や
P
ISA
テストなど、 結果は
少し上がっ てき したけれども、 現状でも日本の子どもたちは読解力がないとよくいわれます。 今、 全国の先生方は、 国語力を上げるのに必死で頑張ってお でです。 しかし、 誰もこのようなことは指摘し いないの すが私は、 実は子どもたち 漢字が読めてのではないか、 漢字を総ルビにしてテストしたら結果は随分違う ではないかと思 ます。 また、 カイザー先生から 「だから漢字なんてやめなさい」 とご指摘を受けるかもしれませんが…　
しかし、 肝心なことは、 それほど子どもた
ちの漢字力が弱くなっていると う問題なかもしれま 。高田
　
ありがとうございます。 「カイザー先
生の国籍はどちらですか」 という質問が受付に来ています。 ご紹介 るときに申し上げればよかったのですけ ども、 先生はドイツの方です。 それでは、 カイザー先生お願いし す。カイザー
　
質問には簡略にお答えしたいと
思います。
一
つは字体に関することで、 「しょ
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くへんやしんにょうの問題を非漢字圏から考えてどのように受け止めているのか」 ということです。 実用の道具としての文字を考えた場合に、 旧漢字 ときに旧字体のしょくへんやしんにょうを残してしまったことに、 むしろ私は非常に驚いてしまいま た。 非常に単純に言えば、 「そんなばかな。 簡略化する であればすべて簡略 しろ」 という が私の考え方です。　
もう
一
つも
一
部だけにしたいと思うのです
けれども、 「明治以来の日本のドラスティックな変化、 つまり欧米へのあこがれなどをど考えるか」 ということです。 文字、 漢字と結びつけてお答えしますと、 アジアの諸国の中 、非常に西洋寄りの姿勢を取っ てきた がだと思います。 それなのに 文字に関しては
全く遮断しているような感じなのです。 鉄のカーテンならぬ 「漢字カーテン」 と言う人がいるくらいです。 つまり、 日本からあまり情報が出て行かない、 かし
一
方では外からどん
どん情報を集める。 不公平だという立場も当然あると思うのです。　
学生のころのことを少し思い出したのです
が、 ロンドン大学には学生もスタッ フも自由に出入りするようなスペースがありました。 そこに非東洋人が座って本のページを自由にめくりながら読んでいると、 大学中にそのうわさが広まっ て、 みんなが見に行くのです。 それほど珍しい となのです。 国際交流基金のいろいろな報告を見れば分かりますが 日本語学習者が海外では非常に多いです。 しかしほとんどは小学校、 中学校などの学校教育中心です。 もち ん大学もやっ ていますが、 大学で
4年間勉強しても日本語が自由にこな
せるようにはなりません。 私のような変人は別として、 何十年もやっていればある程度はいきますが、 普通の人に 無理なのです。 今、せっかく世界中で日本語が されているにもかかわらず、 やはり自由にこな る段階には至っ ていません。 そうすると、 日本の良き理解者がそれだけ少なくて、 結果的には日本は漢字圏の仲間から出られないような状況
あると思うのです。 振り仮名、 ルビをたくさん付けて、 少しでもとっ つきやすくするのは第
一
歩であるかもしれません。
高田
　
どうもありがとうございます。 そろ
そろ時間になってしまっているのですが、 これも複数来ていますので、 最後に
一
つだけ皆さ
んのご意見をお聞きしたいものがあります。「縦書きと横書きによる違いとしては
一
体
どういうことが考えられるのか」 皆さまそれぞれのご専門のお立場でご見解をお話しくださればと思います。阿辻
　
私はもともと中国の古典の文献を読
解する研究室にいたので、 縦書きに慣れている世代ですが、 現在の中国語は教科書も新聞も横書きです。 仕事上、 古典 文献と現代の中国語の文献のどちらも必要とします 、私はどちらでも内容を理解するのに齟齬はないと個人的に思っ ています。 ただ、 伝統的な縦書きの文献が図版に載っていて、 そ 説明が横書きで書いてあるとすごく読みにくいで、 目が縦に動くか横に動くかが最大の問題かと思います。　
特に今の学生は、 圧倒的に横書きの世代で
す。 それはそれで時代の趨勢として私は別に批判 るつもりはありませんが、 すみ分けではないでしょうか。 縦書きが必要である状況
シュテファン・カイザー
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は今後も厳然として存在するでしょうから、その縦書きが必要である状況であえて無理に横書きにすることはありません。 そ て、横書きの方がむしろ手の動きがスムーズである状況であれば横 を採用されたらいいのです。 書かれる文章が持っている特性あるいは属性によって選択されるのではないかという気がします。小駒
　
縦書きを使っ ているのは現在、 世界中
でほとんど日本だけのようです。 新聞は中国も韓国もみ な横書き な しまったし、雑誌 そうです。 ところが日本の新聞も、 それから、 驚くべきこ には漫画が全部縦です。 不思議なことに最後の牙城という感じで残っ ているのです。 理由はと言われても、 私にはよく分からないのですが、 結果として残っています。 雑誌の横書きは、 古くは創刊のときの 「太陽」 がそうでしたし 「週刊アスキー」も
一
時やったことがありましたが、 なかなか
定着しない。 漫画 は手塚治虫の 「ユニ コ」 が横書きでしたが、 ほかに例を知りません。 新聞もなかなか横書きをすることができ 。これが現実なのですね柴田
　
テレビは最初から横書きなので、 これ
からも横書きでいくと思います。 これ 書く道具によっ て違うのではな でしょうか 例え
ば筆や万年筆などはあまり横書きには向いていない、 シャープペンシルやボールペンだとどちらでもいけるかなというところですが、 自分のお墓を横書きにしてくれとわざわざ頼むほどではな だろうと思います。　
ただし、 文字が動く場合は、 縦に流れてい
くものと横に流れていくものでは、 横に流れていくものは何とか読めるのですが、 縦に流れると相当読みにくいということがありますので、 動く文字 ことを言うと横書き やや有利になっ ていく かなとい 感想を持っ ています。阿辻
　
芝居の台本やニ ュ ースの原稿は縦書き
ですよね。柴田
　
ニ ュースの原稿は原則縦書きです。 音
読する場合には、 横書き すと行を間違えるケースが非常に多いのです。 縦書きだとそんなに起こらないのですが、 横書きの場合はよほど注意しないと、 同じところを
2
度読ん
だり
1
行飛ばしたりすることがよく起きま
す。阿辻
　
目線の動きが画面でおかしくなるか
らだと聞いたことがあ ので が、 そんなことはないのですか。柴田
　
プロンプターとい っ て、 空中に文字が表
示される装置があるのですが、 その場合は慣
れですね。 横の方が読みやすいという若い人の方が今は増えています。横山
　
NHK
のアナウンサーが原稿を縦書
きで読んでいるという話は、 私どもの研究所が独立行政法人時代に 「ことばシリーズ」 という刊行物で 「文字と社会」 の特集をやったときに、
NHK
の桜井洋子アナウンサーから
うかが ました。 先ほど阿辻先生がおっしゃたよ に、 横書きだとアナウンサーの目がちょ っと泳ぐような感じになって落ち着かないという実験結果があるそうです。 大災害などのニ ュースを読んでいると、 「アナウンサーまで動揺している」 というように全国に伝わると ずい で、 そういう要因も含めて縦書きにしたようです。 ただ、 例えば
BBC
や
C
N
N
などの海外のアナウンサーが読んでい
横山 詔一
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る原稿は必ず横書きであるはずですが、 視線がそんなにチラチラ動いている感じがしないことを考えますと、 先ほど柴田先生がおっしゃ ったように慣れの問題なのかもしれないと思います。柴田
　
少しシステムが違うのですね。
横山
　
ああ、 プロンプターの表示システムが違
うのですね。 分かりました。　
縦書きか横書きかはもちろん字を書く道
具によります。 例えば毛筆です 、 やはり横書きは少し難しいでしょう。 ただ、 今の電子機器のような形ですと横で表示されるがほとんどですの 、 恐らく馴染みや慣れの問題で、 どんどん馴染んだ方向に変化していくのではないかと考えます。 ただ、 やはり毛筆で書いた文字は改まったものや正式なものというイメージがありますので、 いろいろな場面で読み手 ・ 受け手に対する待遇やもてなしの意味を込めて、 毛筆による縦書きはいつでも残るのではないかという気はしま 。高田
　
どうもありがとうございます。 続き
まして、 棚橋先生、 カイザー先生お願いしす。棚橋
　
今日お配りした資料は私だけが縦書
きの資料でしたの 、 多分この人は縦書きが好きな だな、 縦書きに執着しているのだな
と思われたでしょうが、 特にそうではなく、 たまたま縦書きにしただけです…。 ただ、 私は教員養成系大学にいて、 小学校や中学校の教壇に立つ学生を育てる立場にあり 書字を大切にしたいと思っています。 その立場から申し上げると、 特に平仮名は縦書きの方が、 字が整いやすいのではないかと思っ います。 縦書きに発生した文字ですので、 縦 いたが、 文字が整いやすい し、 筆順も収まりやすいと思います。 もちろん、 漢字や片仮名につ いても同様なことが言えま 。　
こんなことが本当にあるのかと思われるか
もしれませんが、 最近は平仮名の筆順を間違う学生がかなり出 くるようになりました。 「まみむめも」 の 「も」 のような、 昔からよく指摘される字を間違っ て る学生はともかく、 最近やや驚くのが 「なにぬねの 「 」 や「らりるれろ」 の 「ら」 の 「ふたになる部分」 を最後に書く学生が結構多 なっ ているこ です。 縦書きで書いていると、 そういうふうには書きにくいのではな かなと思う ですが、横書きだとその方が書きやすい のかもしれません 「らりるれろ」 の 「ら」 は数字
5との混乱ではないかとも考えられますが、
書字の立場からもやはり少し縦 に慣れてい っ てほ いと思います。
　
横書きだと、 かぎ括弧の向きは左が書き
出しになりますね。 学生たちに縦書きの原稿用紙を渡すと、 縦書きでもかぎ括弧のはじまりは左だと思っ て く がいます。
10
年ぐらい前に初めてそのような書き方を見たときは、 特別な例だ 思ったの すが、 最近そのように手書きする学生が増え きましたので、 世の中は横書き文化にな ているのだなとしみじみ 思います。 …でも、 私はやはり縦書きが好きです。　
しかし、 このことはそもそも手書きをしな
くなったということが大きな問題なのかもしれません。カイザー
　
日本人はどうも複雑な方が好き
で、 単純なものを避けよ とする傾向があるように見えます。 縦横に加えて、 右から左というのもあるのです。 例えば車に書くときなどです。 前の大学に食品を届けてくるバン出入りしていた ですが、 最初に見て驚いたのは 「マジイイ」 と書いているのです。 「あれっ」と思っ て、 右から読む 「イイジマ」 です。 会社の名前です。 ですから、 それも入れて
3通り
あるわけです。 漢字の読み方にしても、 音読みには少なくとも
3通りあります。 だから、
古いところを捨てずに温存して、 新しいところを加えていくのです。 そのように日本文化
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を説明する社会学者もいます。 名付けて 「ブラックホール」 です。高田
　
どうもありがとうございました。 時
間となりましたので、 このセッショ ンを終了したいと思い す。 講師の先生方、 どうもありがとうございました。
編集後記
　平成23年9月11日、第4回NINJALフォー ラム「日本語文字・表記の難しさとおもしろさ」を一橋記念講堂に
て開催しました。フォー ラムの開催趣旨は次のとおりです。
　世界の諸言語の中で、日本語の文字・表記は最も複雑だと言われている。使っている文字も、平仮名、片
仮名、漢字と3種類を駆使しているのは、日本語だけである。このことは、和語には平仮名、漢語には漢字、
外来語には片仮名のように、文字表記表現としての豊かさを示しているとともに、漢字の異体字や、送り仮
名・仮名遣いなどの使い分けの原因ともなっており、学習や実務での不合理さとして言及される。本フォー ラ
ムでは、印刷、放送、心理学、国語教育、日本語教育の専門家を迎えて、日本語文字・表記の難しさとおもし
ろさ、将来の展望について考える。
　この冊子には、フォーラム当日の基調講演1本、講演5本、パネルディスカッションを収録しました。今回の
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